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活動報告・研究計画 

思春期主体価値領域の進捗状況 

東京大学医学部附属病院 笠井 清登  

  

中間評価結果の概要 

2016 年にスタートした思春期主体価

値領域が中間地点を折り返した。中間

評価においては、A 評価（研究領域の

設定目的に照らして、期待どおりの進

展が認められる）との評価を受けた。

具体的なコメントは以下の通りであっ

た。『本研究領域は、「主体価値」と

いう難解だが人間が生きる上で重要な

側面に対して、脳機能、比較行動、比

較文化、大規模コホート、量的研究と

質的研究、健常者と非健常者など、可

能な限りの多様なアプローチをバラン

ス良く配置して研究を展開・統合して

いる。主体価値が思春期にどのように

形成され、それが生涯を通じた幸福感

にどのようにつながっていくのかとい

う優れた問題設定を行い、現在までに

既に数々の興味深い成果が見出されて

いる。期待どおり順調に研究が進んで

おり、今後のより一層の進展が期待さ

れる。 

 研究組織については、研究者相互に

有機的連携が保たれ、研究が効率的に

進められるものとなっており、若手・

女性研究者の育成にも尽力している。

また、医学領域の専門家を中心的に配

置しているが、生物学的・医学的な形

質に調査対象を限定することなく、思

春期という発達の時期に重要な学校教

育・学校制度への適応と、現代日本の

青年が直面する問題へのアプローチに

ついても配慮し、研究を行っているこ

とも評価できる。 

 今後、各研究項目の全体の中での位

置付け及び研究項目間の関係を更に明

確化して、この優れた問題設定を反映

したユニークな研究成果を期待する。』 

今後の課題（総論） 

残り二年で進めるべきこととしては、

上記下線部のコメントのように、計画

研究 A01, B01, C01, D01 が、それぞれ

領域全体のなかで何を明らかにするこ

とをミッションとしたチームなのか、

なぜこれらの４つのチームで構成され

る必然性があるのかを再確認し、その

ミッションに合致した成果を挙げるこ

とが重要である。また、二つ以上のチ

ームの連携研究の場合には、単に共同

研究という形式だけでなく、それぞれ

のチームのミッションを相補的に組み

合わせることにより、新たな学術概念

の創生につながるような研究成果を挙

げることが重要である。 

今後の課題（各論） 

A01 においては、主体価値の神経回

路基盤について、マウスとヒトで相補

的な成果が挙がり、これらを統合して

主体価値の神経回路基盤についての全

体像が明らかにされることが重要であ

る。また、C01 との連携により、思春

期発達の過程で主体価値に個人差が生

じる基盤を明らかにしたい。 

B01 においては、主体価値―基底生

活行動―脳可塑性のスパイラルモデル

を、健常者および行動嗜癖を持つ人の

集団で実証しつつあるが、さらに縦断

研究や介入研究による因果関係の実証

が望まれる。従来の脳科学は短期的な

意思決定の脳基盤を扱ってきたが、い

わゆる生活習慣といった、中期的な

日々の生活行動についての検討は問題

設定すらなされてこなかった。本研究

により、生活習慣病や行動嗜癖などに

ついての社会的、医学的介入について

も全く新しい視座をもたらしたい。 

C01 においては、東京ティーンコホ

ートが国際連携も含めて極めて順調に

進んでいる。コホートプロファイル論

文が Int J Epidemiol 誌に掲載されたこ

とも本コホートがアジア初の大規模な

思春期コホートとして注目されている

ことの証である。Adolescent Health を

国際的に先導している George Patton

博士、Susan Sawyer 博士、UK 1946

コホートをリードしている Marcus 

Richards 博士との連携により、国際思

春期保健に貢献する成果を今後とも挙

げていく。population-based cohort と

はいえ東京の都市部という地域の特性

があることから、国内他地域や国外コ

ホートの相補的利用が求められる。 

D01 においては、主体価値の不調から

の回復の脳・心理過程について、うつ

病と統合失調症を対象として成果を挙

げているが、今後は人のウェルビーイ

ングといった主観的なアウトカムを、

どのように向上させるのかの具体的な

提案にまでつなげたい。C01, D01 研究

の成果をもとに、文部科学省課題解決

型プロジェクトとの連携により、高等

学校保健体育教科書の副読本としてこ

ころの健康に関する冊子を作成した

（https://co-production-training.net/wp

/wp-content/themes/co-production-trai

ning1.1/pdf/高等学校保健体育副読

本.pdf）。また領域の成果をもとに、

東京大学出版会より『人生行動科学』

という新たな学問分野の創出をアピー

ルする教科書を２０２０年度中に発刊

予定である。 
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活動報告・研究計画 

親子脳画像データの脳結合パターン間の

類似性から発達と親子の関係性を検証 

(株)国際電気通信基礎技術研究所 (ATR) 脳情報通信総合研究所 田中 沙織  

はじめに 

 本研究領域の重点課題の一つに、主

体価値の個人差・多様性の解明がある。

多変量データから個人の多様性を反映

する、より低次元の空間（潜在空間）

を定める手法を開発し、このデータ駆

動型解析手法をC01との連携で収集し

た population based subsample 

(pn-TTC) の縦断親子データへ適用す

ることで、行動・脳活動を含む多変量

データから、個人の長期的な行動選択

特性を予測できる主体価値の推定モデ

ルの同定を目指す。 

 

今年度の成果 

 今年度は、データ駆動型解析に関す

る以下の 2 点について成果を得た

（C01 との連携）。 

(1)安静時ならびに課題実行中の脳活

動に共通する機能的結合のパターンを

同定し、収入や生活の満足度、教育年

数などのアウトカムを予測するモデル

を作成した。その結果、機能結合のモ

ードと流動的知性を含むモデルでもっ

とも予測力が高かった。一方、教育年

数に関しては機能結合のモードのみの

モデルよりも流動的知性のみのモデル

の方が予測力が高かった。手法の妥当

性や、ロバスト性に関する追加解析を

行うとともに、今回提唱した手法と先

行研究での手法や知見との差異に関し

て議論を行い、NeuroImage 誌に再投

稿中である (成果 1)。 

(2)脳結合パターン間の本人一致度 

(neural fingerprint) に着目し、pn-TTC

第 1 期および第 2 期での子供の脳結合

パターンを比較したところ、高い同定

率を確認した。この結果は、先行研究

でも示された通り脳結合パターンのロ

バスト性を示している。また、マクロ

スケールでの結合分類ごとに一致度が

異なることから、発達に関する新たな

視点を与える可能性がある。さらに

pn-TTC の親の脳画像データを用いて

脳結合パターンの親子間の比較を行い、

低次元空間を定めることで親子を有意

に同定できることを発見した。 

 また、価値の操作と行動への影響が

評価しやすい時間割引課題により、価

値表現（損失の大きさ情報）の辺縁系

における個人差を明らかにし、論文誌

において発表した（成果 2, 3）。 

 

今後の展望 

 今回第 1 期および第 2 期、さらには

親子の pn-TTC データから、neural 

fingerprintの安定性を示す結果を得た。

今後、これらの安定性と行動指標との

関連を明らかにしていく。 

 

成果 

1. Takagi Y, Hirayama J, Tanaka SC. 

State-unspecific patterns of 

whole-brain functional 

connectivity from resting and 

multiple task states using 

multi-set canonical correlation 

analysis, NeuroImage, (under 3rd 

review) 

2. Tanaka SC, Yahata N, Todokoro 

A, Kawakubo Y, Kano Y, 

Nishimura Y, Ishii-Takahashi A, 

Ohtake F, Kasai K. Preliminary 

evidence of altered neural 

response during intertemporal 

choice of losses in adult 

attention-deficit hyperactivity 

disorder. Scientific reports 

8(1), 6703, 2018 

3. Todokoro A, Tanaka SC, 

Kawakubo Y, Yahata N, 

Ishii-Takahashi A, Nishimura Y, 

Kano Y, Ohtake F, Kasai K. 

Deficient neural activity 

subserving decision-making 

during reward waiting time in 

intertemporal choice in adult 

ADHD. Psychiatry and clinical 

neurosciences 72(8), pp. 580-590, 

2018 

pn-TTC第1期 (11歳)の
脳結合⾏列

pn-TTC第2期 (13歳)の
脳結合⾏列

pn-TTC親の脳結合⾏列

本⼈を同定
できるか？

親⼦を同定
できるか？
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活動報告・研究計画 

アイデンティティを支える自伝的記憶 

の神経機構 
首都大学東京・言語科学教室 橋本 龍一郎  

  

 我々は日常生活で様々な事柄を経験

し、それを記憶に留めています。「先

月、１年間あたためてきた企画のプレ

ゼンがうまくいって、採用された」と

いうような、後々の人生でも達成感を

もって振り返られるような記憶もあれ

ば、「先週、大学の食堂で一人で昼ご

はんを食べた」といった瑣末なことも

含め、人生の歩みにつれて、私たちの

中に膨大な経験が積み重ねられていき

ます。自分が経験した知識の総体を自

伝的知識とよびます。自伝的知識はそ

の人独自の経験のデータベースであり、

私たちは意識的、無意識的にそれを参

照することで、自分についての理解を

深め、教訓や価値を導き出していると

思われます。その意味で、自伝的記憶

は、主体価値を生み出す大きな要因の

一つになっていると考えられます。 

 自伝的記憶は、「経験の総体」と簡

単に述べましたが、人は経験したこと

をそのままの形で保存しているわけで

はありません。自伝的記憶は、動物と

共有するような特徴がある一方で、人

ならではの特徴も備えていると思われ

ます。まず、過去の膨大な経験は、自

己のスキーマによって、構造化されて

いると考えられます。また、我々は過

去の出来事を「想起」しますが、必ず

しも経験したことを正しく思い出すと

は限りません。その人のもつ視点によ

って、重要でない情報は切り捨てられ、

バイアスすらかかるかもしれません。

また、「あのとき…だったらよかった」

とか、「…だったら、今の自分はいな

いかもしれない」といったように、事

実と反するシナリオを思い描いたりし

ます。このように、自伝的記憶は、受

動的な知識の貯蔵庫ではなく、能動的

に知識を構造化し、自己のストーリー

を作っていく源と言えるかもしれませ

ん(図 1)。 

 私は、このような自伝的記憶が、個

別化され、持続的な行動の基盤となる

主体価値の形成に大きく関与している

と考え、その神経機構について、脳機

能画像法(fMRI)を用いて、研究してい

ます[1]。 

 一般に、自伝的記憶の「機能」には

自己、社会、方向付けの３つの機能が

あると言われています。このうち、主

体価値に特に関係するものとして、自

己機能と方向付け機能に注目していま

す。前者は、自己のアイデンティティ

を形成していく機能、方向付け機能は、

過去の出来事を振り返り、それに意味

をあたえていく機能であり、主体価値

の概念に非常に関連が深い機能です。

しかし、日常生活で経験した出来事の

記憶すべてが、そのような機能を等し

く持っているとは考えられません。本

文の冒頭で紹介したように、人生のい

ろんなエピソードの中で、過去の経験

や将来の自分らしさに影響を与える記

憶は、脳の中で特別な神経表象がなさ

れているかもしれません。自伝記憶研

究では、「自己定義記憶(self-defining 

memory)」という概念があり、簡単にい

うと、「鮮明に覚えていて、個人的に

重要で、その人らしさを定義づけるよ

うな記憶」になります。正確な定義は

さておき、自己のアイデンティティに

重要な記憶と、そうでない記憶は、ど

のように違うのでしょうか。このよう

な研究テーマで、研究を進めています。 

 このような実験をおこなうためには、

まず、研究協力者の方々一人ずつ、事

前調査をして、その方の自伝的記憶を

一つずつ聞き出していかなくてはいけ

ません。あらかじめ、提供していただ

いたエピソードを、fMRIの撮像中に思

い出してもらい、その時の脳活動を測

定します。これまで収集したデータで

は、自分のアイデンティティに関連が

強いエピソードを思い出しているとき

には、大脳正中構造とよばれる自己の

表象に関連が深い領域の活動が個人レ

ベルでも観察されています。さらに、

前頭前野の外側部、前頭極などの活動

も顕著です。これらの前頭前野の活動

と海馬は、自己にとって重要な記憶に

おいて、どういうインタラクションを

するのでしょうか。今後、さらに例数

を増やし、自己のアイデンティティに

とって重要な記憶の脳内表象について、

解明していきたいと思います。 

 

成果 

[1] Hashimoto, R., Itahashi, T., Ohta, H. 

Yamada, T., Kanai, C., Nakamura,M., 

Watanabe, H., & Kato, N.: Altered Effects 

of Perspective-Taking on Functional 

Connectivity during Self- and 

Other-Referential Processing in Adults 

with Autism Spectrum Disorder. Social 

Neuroscience 12 (6): 661-672 (2017) 
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はじめに 

ヒトや動物は経験を通して報酬や罰

を予測し、脳内価値記憶基盤の根本的

な機能と考えられる。このような報酬

や罰による学習機構はパブロフ条件づ

けとして実験的に調べられてきた。ま

た脳内での記憶の形成・保持は神経細

胞の結合部であるシナプスが重要と考

えられており、このシナプス機構が脳

内で報酬や罰信号を表すドーパミンに

より修飾され、価値記憶の形成を行う

と考えられる。 

しかし、シナプス基盤から価値記憶

を考えると、具体的にシナプス結合変

化がどの程度の正確さで予測的な学習

を行っているのかという疑問が生じる。

例えば、初めてラーメンを食べて美味

しかったとして、それが池袋で食べた

醤油ラーメンだったとして、通常、北

海道で味噌ラーメンを見たらが、食べ

てみようと思われることが予想される。

また、福岡に行って博多ラーメンを食

べたら油っぽすぎて合わないなと思っ

たとしても、醤油ラーメンを嫌いにな

ることもないと予想される。このよう

に報酬予測にはある程度の幅があり、

またその幅は経験により調節されるも

のと考えられるが、その神経基盤は検

証されてこなかった。 

 

汎化・弁別学習と D1/D2 細胞 

そこでマウスでこれまで開発した頭部

固定下のパブロフ条件づけ系において、

音と報酬として甘い水の提示を繰り返

し行った。6kHz の音で連合した後に翌

日28kHzまでの音を提示させたところ、

ほぼ同程度に反応した。この汎化学習

は D1 受容体阻害剤を側坐核に投与す

ると阻害されたため、D1 細胞の学習は

汎化すると考えられた。次に、6kHz

の音(CS+)と報酬の提示は残したまま

汎化した 16kHz の音(CS-)の後には報

酬を与えないことを繰り返すと CS-へ

の反応は弱化した（図: 弁別学習行動)。

この予測した報酬がやってこない CS-

の提示時に側坐核のドーパミンは一過

性に低下していた。この一過性低下が

学習に必要であることを光遺伝学で確

認した。さらにこの一過性低下が実際

に側坐核の細胞が検出できるのかを脳

スライスで単一スパインの２光子グル

タミン酸アンケージング法と光遺伝学

によるドーパミン刺激による一過性低

下の模倣により確認した。さらに、こ

の可塑性機序が動物個体の学習に必要

であることを確認した。このようなド

ーパミン一過性低下という僅かな信号

変化を脳は捉えることができるが、覚

醒剤の繰り返し投与によりこの学習は

障害され、D2 阻害薬で改善した。この

ことは統合失調症の妄想機序仮説であ

るサリエンス・ミスアトリビューショ

ンの神経基盤となっている可能性があ

る。 

 

まとめ 

ドーパミンが脳内価値記憶を調整する

新しい仕組みがわかり、なぜ D1/D2 細

胞が存在するのかを理解する手がかり

を得た。同時にこれまでの予想と異な

り消去には D2 細胞が関与しないこと

も分かり、これには前頭葉などの他の

脳部位の関与の可能性があり、次の研

究課題と考えた。

活動報告・研究計画 

ドーパミンが報酬記憶の汎化と弁別 

を制御する新しい仕組み 
東京大学大学院医学系研究科 構造生理学部門 柳下 祥  
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活動報告・研究計画 

思春期における内発的動機付けとメタ認

知能力 

東京大学大学院総合文化研究科 中谷 裕教  

  

はじめに 

 本研究では、思春期主体価値形成に

寄与する要因を検証するために、東京

ティーンコホート（TTC）のサブサンプ

ル（iTTC）データの収集を行なってい

る。また TTC のデータを用いて、思春

期における内発的動機付けの変化とメ

タ認知能力の成熟について調べている。 

 なお、本研究は D01 班小池先生との

共同研究である。 

 

東京ティーンコホート・サブサン

プル研究（iTTC） 

 東京大学駒場キャンパスの 3T-MRI

装置（Siemens社製 MAGNETOM Prisma）

を用いて、第二期（13歳）の児童およ

び生徒 47人を対象にして iTTC データ

収集を実施した。収集対象のデータは

以下である。脳構造画像（3次元 T1強

調画像、拡散テンソル画像 2 種類、フ

レア画像）、脳機能画像（安静時脳活

動）、遺伝子検査のための唾液、パソ

コンを用いた認知課題、養育者および

児童または生徒に対する質問紙、身長、

体重、利き手。 

 さらに本年度 5月より第三期（15歳）

の生徒を対象にした iTTC データ収集

を開始した。1日コース 108人、2日コ

ース 19 人のデータ収集のための実験

を実施した。収集対象のデータは以下

である。脳構造画像（3次元 T1および

T2強調画像、拡散テンソル画像 2種類）、

脳機能画像（安静時脳活動）、酸化ス

トレス計測、毛髪採取、遺伝子検査の

ための唾液、タブレットを用いた認知

課題、養育者および生徒に対する質問

紙、身長、体重、利き手。2 日コース

では 1 日コースと同様の計測に加え、

脳構造画像（ASL 画像）、尿サンプル

のデータ収集を実施した。 

 

思春期の課外活動と内発的動機づ

けの変化：柴玲子 研究員 

 自己制御は総合的に思考や行動を制

御するシステムであり、乳児期から成

人に至るまで徐々に発達する。内発的

動機づけは自己制御の内的思考過程と

も捉えられ、前頭葉機能と密接な関連

があり、思春期前後から青年早期にか

けて発達すると考えられている。本研

究では身体運動に関する動機づけ指標

PLOCQ (the Perceived Locus of 

Causality Questionnaire; Lonsdale et 

al. 2011) の日本語訳を用いて学習お

よび学習以外で時間を費やしているこ

とに対する動機づけを比較検討できる

内発的動機づけ尺度の妥当性・信頼性

を検討した。 

 我が国における課外活動の比率は高

く、思春期における課外活動が内発的

動機づけに与える効果および相互の関

連性についての詳細を明らかにするこ

とは、今後の思春期発達支援のため、

さらにはその後の生涯における目標達

成、健康、富や生活向上のための重要

な知見となる。そこで TTC のデータを

用いて、課外活動の状況とこれらの内

発的動機づけの結果との関連を明らか

にする。また iTTC のデータを用いて、

課外活動により内発的動機づけが向上

した際の脳体積と機能結合の関係につ

いても検討する。 

 

 

思春期におけるメタ認知能力の成

熟：河田ケルシ研究員 

 メタ認知能力に関する従来の研究は、

自己評価アンケートを使用して調査さ

れてきた。しかし、自己参照能力が十

分に発達していない場合（例えば思春

期）、メタ認知能力の適切な測定およ

び評価は困難である。思春期のメタ認

知を両親の思考スコアを使って測定す

るためのより洗練されたアプローチが

必要である。そこで、TTC と若年成人

およびそれぞれの両親を含む 944人の

協力を得て、適合性に基づくメタ認知

スケール（CMS: Congruency-based 

Metacognition Scale）のメタ認知尺度

としての妥当性と信頼性を評価した。 

 妥当性を評価するために、認知的洞

察に関する自記式の質問紙（BCIS: 

Beck Cognitive Insight Scale）と CMS

スコアとの相関を求めたところ、有意

な正の相関があった。また、信頼性を

評価するために、平均 17 ケ月の期間を

あけて再検査を実施した。再検査法で

の級内相関係数は有意に高かった。

CMS は十分な妥当性と信頼性を有す

るメタ認知尺度である。 
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活動報告・研究計画 

社会・生活における主体価値の動態解明 

京都大学大学院医学研究科 脳病態生理学講座 精神医学 村井 俊哉  

はじめに  

 日常生活の行動・習慣の選択・決定に

は、個人の持つ主体的な価値観が大き

く影響している。多様な主体価値に基

づいた行動パターンは経験として蓄積

し、神経ネットワークの形成・改変を

促す。こうして生じる神経ネットワー

クの変化は、その個人の主体価値の変

化の基盤となる。日常的な行動の蓄積

と脳の可塑的変化との関連については、

空間記憶を要する職業従事者での海馬

体積の増加の報告に端を発し、運動、

睡眠、食習慣などに関連した報告が数

多くなされてきている。最近では、急

速に広まるインターネット使用など現

代社会に特有の生活習慣にも注目が集

まっている。 

個人の主体価値が基底生活行動(生活

習慣)を決定し、基底生活行動の蓄積が

脳の可塑的変化を生じ、さらに脳の変

化がまた主体価値に影響をする。この

「主体価値→基底生活行動→脳の可塑

的変化」をスパイラル・モデルとして

捉え、その具体的な詳細を明らかにし、

さらには、心身の健康増進を導くよう

な新規な介入方法を見出していくこと

を目的として研究を進めている。 

 

研究の方法 

 健康被験者および、ギャンブル依存

症、インターネット依存症、摂食障害

など、広義の行動への嗜癖を持つ被験

者を対象とし、主体価値、基底生活行

動、脳の状態を多角的に評価している。

加えて、被験者の一部においては追跡

調査により各指標の変化を評価してい

る。主体価値については、人生におけ

る価値の選択や、ストレスコーピング、

レジリエンス、感情のコントロール、

パーソナリティなどを質問紙により調

査している。基底生活行動については、

睡眠、運動、食事やインターネット・

携帯電話などのメディアの使用状況な

どに加え、腕時計型や万歩計型のウエ

アラブル端末によるデータ収集も実施

している。脳の指標は MRI により脳の

構造・機能に関するデータを集積して

いる。それぞれのデータから得られた

各項目同士の関連を、様々な角度から

分析し、価値、行動、脳の三者のモデ

ルを検証していく。 

 

現在までの進捗 

 2018 年度は、以下の二つの研究成果

を学術論文として報告した。 

 第１の研究では、日常生活における

生活行動を網羅的に調べ、それぞれの

生活活動の量と脳体積の関係を性別ご

とに検討した。結果、女性における家

事労働時間と左前頭前皮質の体積の正

相関などの関連が見いだされた。1 本

研究の新規性は、特定の行動に限定せ

ず、24 時間の活動を網羅的に検討した

点にあり、結果として、これまで着目

されることのなかった生活活動項目の

脳の可塑性変化への影響を示唆する成

果につながった。 

 第２の研究では、病的ではない水準

(subclinical level)のインターネットの

使用が脳内報酬系に与える影響につい

て検討した。脳内報酬系の健全性は、

報酬系関連諸領域（先行研究で

“motivation-network”という名称で定

義）の領域間の機能的結合性を指標と

して評価した。結果、インターネット

使用の指標である GPIUS-2 の得点と

motivation network 内の複数の機能的

結合性に正の相関が認められた。一方

で媒介変数として自閉傾向を加えたと

ころ、自閉傾向を測る AQ の得点の高

さは GPIUS-2 と機能的結合性の相関

を弱める傾向があった。2 

このことから、日常的なインターネッ

トの使用は脳内報酬系への影響という

観点からは健康促進的である可能性も

示唆されたが、自閉傾向などの個人特

性に応じて、その関連の解釈を行って

いく必要性が示唆された。 

 アウトリーチ活動としては、2018 年

9 月に京都大学アカデミックデイに出

展し、一般の来訪者や他領域の研究者

との交流の中で本研究を広く周知し、

高い関心と評価を得た。 

 

今後の展望 

 現在までに蓄積したデータをもとに、

基底生活行動としてのインターネット

使用と注意の維持機能の関係や、レジ

リエンスと脳機能についての解析等を

進めている。今後は縦断データの解析

も加え、各指標の因果関係を推定して

いく。さらに AGEs センサーや主体価

値アプリを用いた研究等、領域内の連

携もさらに推し進めていく。 

 

1．Ueno T, Oishi N, Murai T., 2018, 

Sex-specific regional grey matter 

volume correlates of daily activities. 

Scientific Reports. 2018 June 19. 

2. Fujiwara H, Yoshimura S, 

Kobayashi K, Ueno T, Oishi N, Murai T, 

2018, Neural Correlates of Non-clinical 

Internet Use in the Motivation Network 

and Its Modulation by Subclinical 

Autistic Traits. Frontiers in Human 

Neuroscience. 2018 Dec 10 
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活動報告・研究計画 

統合失調症の脳機能と主体価値支援 

群馬大学 大学院医学系研究科 神経精神医学 福田 正人  

  

精神機能の発達と 

脳機能ネットワーク 

 発達にともなって、主体価値の内在

化や個別化が進んでいきます。そうし

た発達は、脳機能ネットワークの変化

に支えられていると考えられます。脳

機能ネットワークを全体として捉える

方法として、脳磁図 MEG の周波数特

異的ネットワークがあります。脳のさ

まざまな部位間のネットワークを周波

数ごとに検討するものです。 

7～29 歳の健常者について安静時の

周波数特異的ネットワークを MEG で

検討すると、β帯域波は年齢とともに

ネットワークの分離 segregation が進

み、γ帯域波は統合 integration が進む

とする報告があります。発達に伴う脳

機能の機能分化と機能統合という 2 つ

の側面が、β波とγ波という周波数に

それぞれ反映されるという結果です。 

 

統合失調症における 

脳機能ネットワークの特徴 

統合失調症は思春期から青年期に発

症する疾患で、その病態は主体価値の

成立と強い関係があります。そこで統

合失調症における脳機能ネットワーク

の特徴を検討しました。研究協力者で

ある武井雄一・田川みなみが中心とな

った取組みです。 

統合失調症 27名と健常者 37 名の安

静開眼 7 分の MEG データについてグ

ラフ解析を行うと、γ帯域波について

はネットワーク segregation の指標で

ある local efficiency が統合失調症にお

いて増加しており、β帯域波について

は変化を認めないという結果でした。

β波とγ波について想定されている脳

機能と対応させると、統合失調症にお

いては脳機能分化には問題を認めない

ものの脳機能統合において変化が生じ

ていることを示していると考えられま

す。こうした脳機能の変化が統合失調

症の主体価値の特徴に影響を与えてい

ると考えられます。 

 

統合失調症の主体価値支援 

そのような特徴のある統合失調症の

主体価値を、診療の場面では支援をし

ていくことになります。そうした支援

のあるべき姿についてガイダンスの作

成に取り組んでいますので、そのエッ

センスをまとめた導入部分の一部を以

下にご紹介いたします。 

＊ ＊ ＊ 

統合失調症をもつ当事者や家族が経

験する困難は、自覚的な苦痛や暮らし

の困りごとや生きる悩みである。そう

したなかで、自分が納得のできる生活

と人生の回復としてのリカバリーが求

められる。いっぽう統合失調症に携わ

る専門職は、保健や医療や福祉という

立場から症状や疾患や障害に働きかけ

る。支援や制度はそうした枠組みで提

供される。 

こうして、「生活や人生という目的

のための、保健や医療や福祉という手

段」という、基本的な構造がある。こ

の両者が必ずしも一致しないことが、

当事者・家族と専門職の関係の基本に

ある。例えば、夢を追う生きがいを求

める当事者と、症状の改善をまず考え

る専門職の不一致は、こうした基本的

な構造にもとづく。そのことに、専門

職は自覚的でなければならない。 

当事者や家族の困難は何か？、どの

ような支援を求めているのか？、どう

なることを望んでいるのか？。それら

は症状や疾患や障害についての専門職

の判断とはレベルが異なるもので、当

事者や家族の声に素直に耳を傾けるこ

とで初めて知ることができる。専門職

は症状や診断や障害から出発するが、

当事者や家族は苦痛の感覚や生活や人

生の困難から出発する。当事者や家族

の声こそが支援の出発点である。 

支援は重層的に構成されている。人

と人とが支えあうという人間の基本的

な在り方としての支援、精神の不調一

般に共通して役立つ支援、統合失調症

の特徴に応じた支援、という重層であ

る。統合失調症に特異的な専門的支援

は、人間同士の支え合いという普遍的

な土台があって初めて意味をもつ。専

門職には、症状や疾患や障害への支援

の前提として、人が暮らし生きること

への支援の基本を身に付けることが求

められる。 

専門的な支援は、そうした生活と人

生のなかに位置づけられて、初めてそ

の役割を発揮できる。当事者や家族が

経験する困難も胸に抱く希望も、生活

と人生の文脈があっての体験である。

そうした文脈のなかに埋め込まれてこ

そ、専門的な支援は意義をもつ。支援

を生活と人生の文脈に位置づけること、

専門的な支援についてもそれが不可欠

な基本である。 

実現を目指すのは、ひとりひとりの

生活と人生に伴走する個別化した生活

支援・人生支援である。そうした支援

を通じて、誰もができることを見つけ

られる社会、そうした社会で活躍する

ことによる生活と人生の自立を、実現

していきたい。 

 

成果 

夏苅郁子ら（2018）「精神科担当医の

診察態度」を患者・家族はどのように

評価しているか－約 6000 人の調査結

果とそれにもとづく提言．精神経誌 

120:868-886. 
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活動報告・研究計画 

思春期主体の認知的柔軟性： 

計算モデルによる行動データの分析 

沖縄工業高等専門学校メディア情報工学科 佐藤 尚  

  

はじめに 

 思春期は、親の保護から離脱・自立

し始め、学校に代表される、多様な価

値を持った他者によって構成される

「社会」に触れ始める時期である。一

般に思春期は、新しい価値を探索し、

これを受け入れることに対して高い柔

軟性を示す特異な時期として知られる

（Gopnik et al, 2017）。しかし、その

有り様は、「大人と子供の中間」とい

う発達段階を反映して多面的な様相を

呈し、その認知基盤には未解明な点が

多い。そこで我々は、新しい価値の受

容の認知基盤の 1 つと考えられる認知

的柔軟性（Scott, 1962）に着目し、こ

れまで計算機実験や被験者実験などの

方法によって研究を進めてきた。 

 

確率的逆転学習課題 

 認知的柔軟性とは、周囲の状況の変

動を適切に認識して、自身の行動を柔

軟に調整する能力を指す。被験者の認

知的柔軟性を特徴づける実験課題とし

ては確率的逆転学習課題（Izquierdo 

et al, 2017）がある。この課題では、

はじめに刺激と報酬との対応付けを学

習した後、この対応関係を課題の途中

で逆転させ、これに対する被験者の応

答を調べることで、被験者の認知的柔

軟性を特徴付けることができる。 

近年、刺激と報酬の対応付けのパタ

ンを課題の「状態」と捉え、被験者が

課題の状態やその切り替わりなどの潜

在構造を学習することが、柔軟な意思

決定の基盤になっていることを示唆す

る知見が示されている（Wilson et al, 

2014）。従って、思春期主体を被験者

とした実験において、被験者が課題の

潜在構造を学習しているか否かを明ら

かにすることは、思春期の認知的柔軟

性の特異な有り様を理解するうえで有

用な示唆を与えると考えられる。そこ

で本研究では、上記の背景のもと、思

春期主体を対象として、確率的逆転学

習課題を用いた実験を実施した。 

 

被験者実験 

 実験参加者は健常な思春期の男女 6

名、平均年齢 19.5 歳（19〜20 歳、SD

＝0.5）で、各被験者に対し刺激弁別の

難易度を変えた 2 つの条件（易条件と

難条件）で実験を実施した。 

 実験の結果、易条件では難条件に比

べ正答率が有意に高いことがわかった。

また易条件では、課題の前半と後半の

間で正答率が有意に増加した（図左）。 

 次に、参加者が潜在構造を学習して

いるどうかを分析するため、参加者の

行動に一貫性が見られるかどうかを調

べた。具体的には、正解刺激を選んだ

うえで確率的エラーによって「報酬な

し」となったにも関わらず、直後の試

行で同じ刺激を選択した割合を分析し

た。その結果、易条件では難条件に比

べて一貫性のある選択を行った割合が 

有意に高かった（図中央）。 

 また、得られた行動データについて

強化学習モデルを用いた分析を行った。

具体的には、課題の潜在構

造を「未学習」、および「学習済み」

と仮定したモデル（前者は RW、後者は

Q に対応）の 2 つの強化学習モデルを

用い、行動データに対して尤度を計算

して AIC（赤池情報量基準）によるモ

デル選択を行った。その結果、潜在構

造を学習済みと仮定した Q 学習モデル

の方が行動データをよく説明すること

がわかった（図右）。これは、参加者

が課題の潜在構造を学習していること

を示唆している。 

 

今後の展望 

 引き続き実験を実施し、現時点で 30

名分の行動データを得ている。また、

参加者の性格傾向を調べるため、衝動

性、抑制制御などに関する質問紙調査

も実施している。今後はこれらの結果

と行動データとの相関などの分析を進

める予定である。 

 

成果 

1. Akira Masumi and Takashi Sato, 

Analysis on learning a latent structure 

in a probabilistic reversal learning task, 

The 41st Annual Meeting of Cognitive 

Science (CogSci2019), submitted 

2. Akira Masumi and Takashi Sato, 

Investigating a learning strategy in a 

probabilistic reversal learning task, 

Conference on Complex Systems 

2018 (CCS2018), 2018.9 

＜その他の国内学会・研究会等：5件＞ 

 

（顔写真） 
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活動報告・研究計画 

思春期における価値の再構成： 
継承価値から主体価値への発達プロセスの解明 

東京都医学総合研究所 心の健康プロジェクト 西田 淳志  

  

思春期コホート 

 長期的生活行動の動因となる「主体

価値」は、思春期の発達過程でどのよ

うに形成されるのか。私たちの研究グ

ループは、思春期コホート（Tokyo 

Teen Cohort）を用いて、この課題を実

証的に明らかにしようとしています。 

Tokyo Teen Cohort は、都内 3 つの

自治体の協力を得て立ち上げられた約

3000 名規模の出生コホートであり、

H30 年度にはその 14 歳時調査が無事

完了し（追跡率約 85％）、第二次性徴

期の只中にある子どもたち（中学生）

の貴重な思春期情報が収集されました。

現在、この 14 歳調査で得られた主体価

値に関するデータをこれまでのコホー

ト調査（10 歳時、12 歳時の調査）で

得られている様々な情報とも連結しな

がら解析を進めています。一方で、H30

年度の後半からは 16 歳調査が開始さ

れました。コホートに参加するお子さ

んたちは、いよいよ 10 代後半（高校生）、

青春期に突入し、仲間や恋人、家族以

外の大人たちといった人間関係のネッ

トワークを拡張しつつ、そのなかで主

として家族の中で伝達されてきた価値

を再構成したり、価値の社会化(value 

socialization)を経験したりしている最

中ではないかと思われます。16 歳調査

では、前年度までに開発した「主体価

値測定アプリ」（競合する価値に対す

るその人なりの重みづけを測定する

iPad アプリ）を世帯訪問調査に導入し、

16 歳のお子さんだけでなく、その養育

者の方々（お父さん、お母さん）にも

ご協力いただいて、家族それぞれが持

つ価値がどのように相互に影響し合い、

思春期の価値形成が進んでいくのかを

検証していきます。 

 

思春期の母子間の価値類似度 

 児童期までに主として親子関係の中

で伝達・継承された価値が思春期の人

間関係の広がりにともなって相対化さ

れていく、そのプロセスを value 

socialization と呼ぶようです(Barnl et 

al., 2011)。この value socialization が

進むことによって、親子を束ねていた

「継承価値ベルト(value transmission 

belt)」が緩み、親や家族以外の世界へ

の関心や関与がさらに増えていくので

はないか。逆に、思春期になってもな

お継承価値ベルトが緩まない場合は、

家族以外の世界への関心やコミットメ

ントが増えず、社会的孤立や引きこも

りのような状態に陥る可能性があるの

ではないか。こうした仮説を検証すべ

く、上記のコホート本体調査とともに、

今年度は 14 歳となった子どもたちと

その親約 300 組に対してより包括的な

情報を収集するための「東京ティーン

コホートサブサンプル調査」を実施し、

母子間の価値の類似度と思春期の引き

こもり傾向との関連を分析しました。

その結果、男子群では、親子間の価値

の類似度が高いと引きこもり傾向

（CBCL の下位尺度）が強いことが明

らかとなりました（図）。この親子間

の価値の類似度は、「親と過ごす時間」

が少ないほど低下し、また、子どもが

自身のインターネットデバイスを持つ

ことによっても低下することも明らか

となりました。 

 ただ、今回は 14 歳時点の親子間の価

値の類似度と引きこもり傾向との横断

的関連を分析した結果にとどまってい

るので、これらの因果関係はまだわか

っていません。次年度以降、現在実施

中の 16 歳調査であられるデータとの

連結を行い、因果関係の検討を含めて

行っていきたいと思います。 

 

 

Ando S, Nishida A, Yamasaki S, Koike 

S, Morimoto Y, Hoshino A, Kanata S, 

Fujikawa S, Endo K, Usami S, 

Furukawa TA, Hiraiwa-Hasegawa M, 

Kasai K; TTC Scientific and Data 

Collection Team. Cohort Profile: The 

Tokyo Teen Cohort study (TTC). 

International Journal of 

Epidemiology. 2019  

 

Yamasaki S, Ando S, Richards M, 

Hatch SL, Koike S, Fujikawa S, 

Kanata S, Endo K, Morimoto Y, Arai M, 

Okado H, Usami S, Furukawa TA, 

Hiraiwa-Hasegawa M, Kasai K, 

Nishida A. Maternal diabetes in early 

pregnancy, and psychotic experiences 

and depressive symptoms in 

10-year-old offspring: A 

population-based birth cohort study. 

Schizophrenia Research. 2018 
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活動報告・研究計画 

ライフコースにおける思春期主体価値

とウェルビーイングの関係 

～日英共同研究によるライフコース疫学の展開 

東京都医学総合研究所 山崎 修道  

  
思春期主体価値とウェルビーイン
グ～英国出生コホートデータを用
いた日英共同研究 
 
ヒトのライフコースにおいて，

ウェルビーイングは，心理的・身
体的健康に影響を及ぼし（Steptoe 
et al Lancet 2015），社会の活力
にもつながる重要なライフアウト
カムである．思春期主体価値は，
人生におけるウェルビーイングの
規定因子として注目されており，
外発的動機付け（金銭志向）と，
ウェルビーイングの負の相関関係
が，横断研究を中心に示唆されて
い る （ Dittmer et al 2014 
meta-analysis）．しかし，思春期
の主体価値と高齢期のウェルビー
イングの関係を直接検証した研究
は皆無である． 
本研究では，思春期における主

体価値と高齢期のウェルビーイン
グの関係を，世界最長の追跡期間
（70 年）を誇る英国出生コホート
National Survey of Health and 
Development (NSHD: 1946 British 
Birth Cohort)データを用いて検証
した． 
  
思春期における主体価値と自己制
御の相互作用 
 
思春期における自己制御は，そ

の後の人生におけるネガティブな
アウトカム（精神疾患，犯罪等）
予防因子として知られているが，
高齢期のウェルビーイングとは関
連が無いことが示唆されている
（Nishida et al 2016）．しかし
ながら，主体価値や動機付けの内
容によって，自己制御がウェルビ
ーイングに及ぼす影響が左右され
ると考えられる． 
本研究では，思春期における自

己制御と主体価値の相互作用と，
高齢期のウェルビーイングとの関
連を検証した．その結果，自己制
御が低い場合は，内発的動機付け
にもとづく職業選択志向性（Job 

Aspiration）の有無によって，高
齢期のウェルビーイングが変化す
ることが分かった（Yamasaki et al 
in submission）．  
 
東京ティーンコホートデータを用
いた日英共同研究 
 
今年度は，英国出生コホートデ

ータの解析を進め，思春期におけ
る自己制御と主体価値の相互作用
が，高齢期のウェルビーイングを
予測することを見出した．本研究
の結果を踏まえて，領域間・領域
内の議論を進め，ライフコースに
おける主体価値の位置づけをモデ
ル化した（図）．また，本研究に
加えて，昨年度に引き続き，東京
ティーンコホートデータを用いた
国際共同研究を進め，①思春期の
子 供 を 持 つ 母 親 の 主 体 価 値
（Purpose in Life：人生における
目的志向性）と喫煙行動の関連
（Morimoto et al BMJ Open, 2019）
に加えて，②母子手帳を用いて，
妊娠期の母体の糖尿病罹患が，子
の思春期幻覚体験を予測すること
を示した研究（Yamasaki, Richards 
et al Schizophr Res, in press）

を報告した．今後東京ティーンコ
ホートにおける縦断データを用い
て，因果関係に踏み込んだ解析を
行い，ライフコースを見据えたウ
ェルビーイング・メンタルヘルス
に関する国際共同研究を更に進め
ていく． 
 
業績 
1. Morimoto et al. (2018) Purpose in life 

and tobacco use among 

community-dwelling mothers of early 

adolescents. BMJ Open, 8(4): e020586. 

2. Yamasaki et al (2018) The association 

between changes in depression/anxiety 

and trajectories of psychotic-like 

experiences over a year in adolescence. 

Schizophr Res, 195: 149-153. 

3. Yamasaki et al. Maternal diabetes in 

early pregnancy, and psychotic 

experiences and depressive symptoms in 

10-year-old offspring: a 

population-based birth cohort study. 

Schizophr Res,in press. 

4. Iijima et al. (2019) Response 

inhibition and anxiety in adolescents: 

Results from a population based 

community sample.J Affect Disord, 246: 

89-95.

図：ライフコースにおける主体価値の位置づけ 
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活動報告・研究計画 

思春期の主体価値形成の社会的決

定要因および成人期のウェルビー

イングに与える影響 

東京大学大学院医学系研究科精神保健学分野 川上 憲人、西 大輔、渡辺 和広 

はじめに 

 私たちの分担研究では、思い出し法に

より思春期の主体価値を調査し、その決

定要因および成人期の健康および幸福

への影響を研究しています。2018年度は

大規模な成人コホートを利用して、子供

時代の社会階層、経験や行動特性と思

春期時点での主体価値（価値の優先領

域と価値へのコミットメント）との関係、お

よび思春期時点での主体価値と成人期

の身体的・精神的健康状態および心理

的（あるいは主観的）ウェルビーイングと

の関係を網羅的に分析しました（心理的

ウェルビーングの定義は以下参照：

Steptoe A, Deaton A, Stone AA. 

Subjective wellbeing, health, and ageing. 

Lancet. 2015 Feb 14; 385   (9968): 

640-648）. 

 

「まちと家族の健康調査」(J-SHINE)とは 

 「まちと家族の健康調査」(the Japanese 

Study on Stratification, Health, Income, 

and Neighborhood, J-SHINE)は、平成 21

～25 年度文部科学省科学研究費新学

術領域研究（研究領域提案型）「現代社

会の階層化の機構理解と格差の制御：

社会科学と健康科学の融合」（略称名

「社会階層と健康」）で開始された、東京

近郊の成人地域住民（25-50 歳）約 4500

名を対象としたパネル調査です(Takada 

et al., J Epidemiol. 2014)。2010年、2012

年、2017 年の３回の調査に、それぞれ

4385人、2971人、2787人が回答しました。

2010 年の調査では、子供時代の社会階

層、経験や行動特性、現在（成人期）の

健康および心理的ウェルビーングが調査

されました。2012年の調査では血液検査

から循環器疾患のバイオマーカーが分

析されました。2017 年の調査では、本新

学術領域の研究費により、主体価値につ

いて、①価値の優先領域（11 項目、７件

法）および②その価値へのコミットメント

(PVQ-II)を 15-16 歳時の頃を思い出して

回答してもらうという調査を行いました。 

 

思春期主体価値の決定要因 

 思春期主体価値の決定要因について

は以下のような結果が得られました。 

まず、子供時代の虐待の経験は、価値

の優先領域のうち、他人に迷惑をかけな

いこと、身近な人を大切にすることと負の

関係にありました。学校でのいじめの経

験は、他人に評価されること、興味を持

ったことを探求することと負の関係にあり

ました。 

一方、子供時代に家で本を読んでもら

ったことがある、音楽を聴いたりコンサー

トにでかけたことがある、美術館に行った

ことがあるなどは、家庭での文化の豊か

さ、つまりフランスの社会学者ピエール・

ブルデューの「文化資本」(1973)にあたり

ます。文化資本は思春期主体価値のうち

価値へのコミットメントに関連していまし

た。学校での適応も価値へのコミットメン

トに強く関連していました。 

なお、家庭の社会階層（両親の学歴、

15時点での暮らし向き）は、思春期主体

価値と関連を示しませんでした。 

 

思春期主体価値と健康・心理的ウェルビ

ーングとの関係 

 成人期の主観的健康、健康関連 QOL

は、思春期の価値優先領域のうち、積極

的に挑戦すること、身近な人を大切にす

ること、よい学校を卒業することと正の関

係がありました。心理的ウェルビーング

の構成要素である生活満足度、人生の

意味、さらに自殺傾向は、これらの価値

優先領域および価値へのコミットメントと

関連していました。 

なお喫煙習慣、心理的ストレス反応や

循環器疾患の血中バイオマーカーは、価

値の優先領域とだけ関連していました。 

 

思春期主体価値の２要因モデル 

 以上の結果は現在、海外英文誌に投

稿中ですが、これらの結果が正しいとす

れば、価値の優先領域を決定する要因と

価値へのコミットメントを決定する要因は

異なることになります。また価値の優先

領域と価値へのコミットメントとは、それ

ぞれ成人期の健康と心理的ウェルビーン

グに与える影響が異なるように思われま

す。 

 こうした研究結果に基づいて、私たちの

研究グループでは、「思春期主体価値の

２要因モデル」を仮定して研究を進めて

います（図）。このモデルでは、価値の優

先領域と価値へのコミットメントは相互に

関連するものの、その形成過程と成人期

の健康・幸福に影響するメカニズムはそ

れぞれ異なっていると考えます。疫学研

究から提案されたこうした仮説が、思春

期主体価値の脳基盤の解明や、主体価

値の形成を支援する方法論の確立に何

らかのヒントになることを願っています。 

 

今後の研究 

今後は、J-SHINEデータのデータ解析

と論文投稿を継続します。思春期主体価

値のような学際領域の研究は学術雑誌

には理解されにくく、オープンジャーナル

に投稿せざるを得ない場合が多いです

が、一方最近のオープンジャーナルは査

読期間が長くなっており、忍耐を求めら

れています。 

2019年度は、思春期主体価値とバイ

オマーカーとの関連性をさらに解明する

ことを目的として、日本で実施された

Midlife in Japan (MIDJA)研究のバイオマ

ーカー調査参加者(約500人)の追跡調査

を実施する予定です。また既存の計画に

追加して、米国の青年期からのコホート

調査データを利用した研究により、前向

きコホートのデザインで思春期主体価値

と成人期の健康・ウェルビーングとの関

連を検討する計画でいます。 

 

業績一覧 

国際シンポジウム発表 

Kawakami N, Nishi D, Watanabe K. 

Determinants and adult consequences 

of personalized value in 

adolescence: a population-based 

study. Presented at International 

Symposium on Adolescent Health and 

Personalized Value, The University 

of Tokyo. Japan, November 18, 2018
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活動報告・研究計画 

思春期における向社会性と、 

神経代謝・機能的ネットワークとの関連 
東京大学医学部附属病院 笠井 清登  

  

はじめに 

 向社会的な行動とは、「他者の利益

となるような自発的な行動」と定義さ

れ、社会的な交流を促進し、感情的な

安定とも関連すると言われています。

ヒトは幼児期には自己中心的に振る舞

う傾向がありますが、小児期を経て思

春期を迎えると、向社会性は発達しま

す。磁気共鳴画像法（MRI）は脳内の

さまざまな情報を取得することが可能

な技術ですが、思春期早期の向社会性

と神経伝達物質および脳機能的ネット

ワークとの関連は、不明でした。 

方法 

 一般人口集団から抽出した 3,171 名

の思春期被験者が参加する大規模疫学

研究「東京ティーンコホート（TTC）」

の、サブサンプル研究であるポピュレ

ーション・ニューロサイエンス研究

「pn-TTC」第 1 期の参加者（10.5～

13.4 歳）を対象として、磁気共鳴画像

法を用いて、神経伝達物質等の代謝物

質の脳内濃度を測定するMR スペクト

ロスコピィの撮像を実施しました。ま

た、脳の機能的ネットワークの計算が

可能な、脳血流動態を測定する安静時

脳機能画像の撮像を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

結果 

 まず、前部帯状回のγ‐アミノ酪酸

（GABA）の濃度と向社会性との関連

を調べ、前部帯状回の GABA 濃度が低

いと向社会性が高いことを示しました

（221 名）。 

 

 

 

 次に、前部帯状回の機能的ネットワ

ークと向社会性との関連を調べ、前部

帯状回と後部帯状回との機能的ネット

ワークが強いと向社会性が高いことを

示しました（187 名）。 

  

 

さらに、前部帯状回の GABA 濃度が低

いと、この機能的ネットワークが強く

なり、「前部帯状回の GABA 濃度が低

い」→「前部帯状回と後部帯状回との

機能的ネットワークが強い」→「向社

会性が高い」という関連を見出しまし

た（171 名）。 

今後の展望 

 本研究成果は、ヒトの主体価値の発

展に関する理解を深め、ヒトが人生と

いう長期的生活行動をどのように自ら

選択し、個人のウェルビーイングを発

展させるかという問いの解決の一助に

つながると期待されます。今後も、ヒ

トの人生の基盤となるような、思春期

の脳発達のメカニズムを明らかにして

いきます。 

他に D01 研究では、統合失調症をも

つ患者を対象に主体価値の不調からの

回復についてインタビュー調査を行い

（N=30）、能智と連携し質的分析を行

いました。その結果に基づく心理社会

的支援プログラムを開発し、プレプロ

グラムを実施し、事前・事後・フォロ

ーアップ評価を行いました。今後は、

心理社会的支援プログラムについて効

果検証を行い、主体価値の発展過程を

明らかにしていきます。 

成果 

1. Okada N et al. Neurometabolic and 

functional connectivity basis of prosocial 

behavior in early adolescence. Sci Rep, 9, 

732, 2019. 

2. Okada N, et al. Population‐

neuroscience study of the Tokyo TEEN 

Cohort (pn‐TTC): Cohort longitudinal 

study to explore the neurobiological 

substrates of adolescent psychological 

and behavioral development. Psychiatry 

Clin Neurosci, 73, 231-242, 2019. 

3. Kanehara A, et al. Exploring the 

feasibility and acceptability of 

recovery-focused psychosocial 

intervention for adolescent and young 

adults with mental illness: Trial protocol. 

The 11th International Conference on 

Early Intervention in Mental Health. 

October 10 2018 
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活動報告・研究計画 

思春期後期うつ病に対する主体価値に 
基づいた行動変容プログラムによる 
主体価値の発展支援 

広島大学大学院医歯薬保健学研究科精神神経医科学 岡本 泰昌  

はじめに 

 ヒトが長期的な行動を選択するため

の個人内の動因として主体価値がある。

この主体価値は、思春期に至り同世代

などの交流を通して各個人の主体価値

が形成されていく。そして、個人にと

って大切な主体価値を持ちながら内発

的に行動していくことによって、長期

的な行動を選択し成長していく。しか

し、現代社会では、この時期にうつ病

などの精神疾患や自殺などの深刻なこ

ころの問題が増加し、主体価値の発展

が困難になる。そのため、うつ病など

の精神疾患を有する場合でも、個人の

主体価値を明確にし、長期的な行動の

選択を促進させ個人の主体価値を発展

させることが重要となる。したがって、

主体価値の発展に寄与する行動変容プ

ログラムを作成し、主体価値発展過程

を統合的に理解することは緊急性の高

い国家的課題である。 

 われわれはこれまで思春期後期のう

つ病の行動的特徴を明らかにし

（Takagaki et al., 2014）、主体価値に

基づく行動変容プログラムの開発を行

ってきた（Takagaki et al., 2018a; 

Takagaki et al., 2018b）。これらの知

見をもとに、本研究では、行動変容に

よる主体価値の発展過程の解明を主体

価値指標、心理指標、行動指標、脳基

盤から統合的に解明すること目標とす

る。 

今回のニュースレターでは、これまで

の研究進捗状況について紹介する。 

 

1) 思春期後期うつ病に対する主

体価値に基づいた行動変容プログ

ラム：無作為化比較試験（RCT） 

 

 大うつ病エピソードを有する 18 歳

から 24 歳の大学生を対象とした無作

為化比較試験を開始した。現在まで 4

名の候補者が適格基準の評価を受け、

参加時に 1 名が大うつ病エピソードを

満たさず、1 名がうつ症状の重症度が

低く、1 名が参加を拒否したため、基

準を満たした 1 名が研究に参加した。

対象者は無作為割付の結果、待機群に

割付けられた。10 週間の待機期間終了

後、待機群に割り当てられた 1 名に対

して 10 週間の行動変容プログラムを

実施した（Takagaki et al., 2018b）。

プログラムの結果、BDI-II（うつ症状）

は 25 点から 2 点に減少し、PVQ-II の

価値に沿った行動が 4 点から 10 点に

増加した。また、価値に沿った生活を

評価する目的で追加された VQ におい

て、前進得点が 7 点から 22 点に増加

した。さらに生活下での報酬体験の知

覚頻度を表す EROS 得点も 14 点から

31 点へと増大した。 

 来年度以降も大うつ病エピソードを

有する大学生のリクルート体制を強化

し、RCT を継続して実施する。 

 

2) 行動変容プログラムによるう

つ症状の改善と運動強度の関連に

関する予備的検討 

 

 行動変容プログラムによる日常運動

強度の増加がうつ症状の改善に結びつ

いているかを明らかにする目的で、行

動変容プログラムの実施中にウェラブ

ルデバイスを用いて日々の運動強度を

測定した。 

 

1 名の参加者で、セッション 3（内容「楽

しい活動を増やす」）より運動強度の

増加がみられ、主体価値に基づいて回

避行動を減らす取り組み導入したセッ

ション 5 から 7 にかけて大きく BDI-II

得点が減少した（26→11 点）。曜日別
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にみると、金曜日の中程度以上の運動

（≧3METs）の運動時間がセッション

7 で増加している可能性があった。1

例に対する予備的検討ではあるが、抑

うつ症状が改善する前に活動量が増加

する可能性が示唆された。今後も対象

者を増やし、検討する必要がある。 

 

3) 運動時間と主体価値へのコミ

ットメントの関連 

 

 健康な大学生 19 名を対象に、ウェラ

ブルデバイスにて測定した 1 週間の中

程度以上の平均運動時間と、PVQ-II に

て測定した価値に沿った行動（主体価

値へのコミットメント）の関連を検討

した。その結果、中程度以上の平均運

動時間が長いほど、主体価値へのコミ

ットメントが高いことが明らかになっ

た（Spearman’s rho=0.46, p=0.05）。

また主体価値へのコミットメントが高

い人ほど、眼窩前頭皮質・右海馬・右

中前頭回の体積が多かった（p(unc.) < 

0.005, K>20）。 

 

 

 横断的な検討ではあるが、主体価値

に沿った行動と習慣的な運動時間、海

馬・前頭葉体積の関連が示唆された。

今後は主体価値に基づいた行動変容プ

ログラムとの関連を見ながら考察を深

めていく。 

 

成果 

1. Takagaki, K., Okamoto, Y. et al. 

Enduring effects of a five-week 

behavioral activation program for 

subthreshold depression among 

late adolescents: an exploratory 

randomized controlled trial. 

Neuropsychiatric Disease and 

Treatment, 14, 2633-2641., 

2018a. 

2. Takagaki, K., Okamoto, Y. et al. 

Effects of behavioral activation 

program without psychotropic 

medication treatment for 

depression in late adolescence: 

Case report. Neuropsychiatric 

Disease and Treatment, 14, 

2159-2164, 2018b.
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活動報告・研究計画 
  

「主体性」の再獲得としてのリカバリー 
―脳損傷リハビリテーションに従事する専門職の観点から― 

東京大学大学院教育学研究科 能智 正博  

  

はじめに 

 「主体性」の再獲得は、医療や看護

の分野において患者の「リカバリー」

の体験と関係していることがしばしば

指摘されている。脳損傷者のリハビリ

テーションの領域も例外ではない。主

体性の回復がリカバリーの指標である

とか主体性がリカバリーを促進するな

どの指摘がある（長谷川，2009）。し

かし「主体性」の意味には曖昧で、領

域によって異なるところがある

（Graven et al., 2013）。本研究では、

脳損傷リハビリの現場において専門職

が患者の「主体性」の概念をどう理解

し、どのように用いているのかの質的

な概念分析の手法（Rodgers, 2000)で

検討した。 

方法 

 脳損傷リハビリに携わる医師、看護

師、PT、OT、ST を主なメンバーとし

た 18 名からなるフォーカス・グループ

において、「主体性」の現れやその特

徴に関する自由な議論がなされた。1

回約 90 分の会合が継続的にもたれた

が、最初の５回を分析対象とした。そ

の際の発話を逐語化し、主体性エピソ

ードを合計 80 箇所とりだした。分析で

は先行文献を参考に初期コードのリス

トを作り、各エピソードを読みながら

リストを修正して、「主体性」概念の

属性、前提条件、帰結を抽出した（Gibbs, 

2017）。分析結果は複数の研究者で話

し合いながら修正・精緻化した。 

結果 

 全般に、「自分の意志・判断に基づ

く行動」という辞書的定義と矛盾しな

い形で「主体的」という語が用いられ

ていたが、独特の基準も認められた。 

急性期で入院しているときや、過保

護的環境で選択肢が限定されているな

どの条件下では、「主体的」行動が現

れなくても、内的属性として「主体性」

が欠如しているとはみなされなかった。

「主体性」の判断は、環境条件の判断

とともになされていた。 

実際に、患者が何らかの目標を口に

した場合にも、その目標が具体的で実

現可能でありそうかによって、その人

が本当に「主体性」をもっているかど

うかが判断される傾向が見られた。 

また、その人の病前からの性格や好

みとつながっている目標が選ばれる場

合、「その人らしい」と感じられその

目標に向かう行動は「主体的」とみな

されやすかった。また、受障後新たに

現れた行動であっても、それが病前よ

りも道徳的に優れていると判断される

場合には、「主体的」とみなされるこ

とがあった。 

逆に、一般的な価値や道徳観と矛盾

するような目標が追求される場合には、

それが当事者の選択によるものであっ

ても、「主体的」とはみなされなかっ

た。特に社会的な関係性を広げる方向

の目標が重視された。 

考察 

 脳損傷患者の「主体性」は、単に個

人の目標志向的な行動ではなく、物理

的・社会的環境との関係のなかで、あ

る種の規範への接近にも影響を受けて

浮かび上がってくるものである。

Graven ら(2013) の述べるように、「リ

カバリー」が Normality への回帰、つ

まり Norm の再獲得であるとしたら、

「主体性」とリカバリーが重なるのも

理解できる。「その人らしさ」は、

Personalized values に近い概念だが、

思春期におけるその発達過程は、脳損

傷者のリハビリにおける「自分らしさ」

の再認識・再構築過程と類似している

とも考えられる。 

成果 

1．Nochi, M. (2018). Recovery as 

restoration of “shutai-sei": From a 

viewpoint of professionals involved in 

brain injury rehabilitation” International 

Symposium on Adolescent Health and 

Personalized Values. 
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活動報告・研究計画 

言語の抽象性を測る 

頭の良い子は褒められた出来事を抽象化して捉えている 

   奈良先端科学技術大学院大学 荒牧 英治 

 

はじめに 

コミュニケーションの２つの要素は，

何を伝えるか（what-to-say）とどう伝

えるか（how-to-say）です．後者は，

例えば「具体的に説明しましょう」や

「分かりやすい言葉で書きましょう」

のような発言が示すように，同じ内容

でも伝え方にはいろいろなやり方があ

り，我々は状況に応じてこれを上手く

調整しています． 

ところで，伝え方はどうやって計測

できるのでしょう？明確な形をもたな

いものを数値化することは，我々人間

にとってはなかなか難しいことです．

ただ，この難しさは，工学的には興味

深い問題なのです． 

言葉を測る 

伝え方を測るもっとも簡単な方法は，

単語一つ一つに数値を付与し，発言や

文章内で用いられている単語の点数で

伝え方を測ることです．例えば，難易

度の場合には，平易な単語に低い数値

を，難解な単語に高い数値をつけてい

きます．「りんご」は１点，「果実」

は３点，「種子植物」は５点といった

具合です．発言や文の難易度は，その

文で用いられている単語全体の平均で

測ります． 

言語の数値化は，ありとあらゆる単

語に点数を付与するという大変な作業

が必要に思えるかもしれません．しか

し，我々が普段使っている言葉はだい

たい７０００語くらいです．つまり，

７０００語さえ数値化してしまえば，

ほとんどの発言や文を測ることができ

ます．また，この７０００語から漏れ

てしまう言葉は，普段あまり使われな

いので，どちらかというと難しいと決

めて数値化することもできます．実は，

この７０００語も新たに数値をつける

必要がなく，日本語学習者が用いる日

本語単語帳（日本語教育語彙表 [1]）な

どの既存のリソースを使うことで，た

だちに計算ができます．  

では，他の指標はどうでしょうか？ 

これまで，難易度や親密度など限られ

た指標以外で単語の数値化は行われて

いませんでした．そこで，本グループ

では日本語抽象度辞書（AWD-J [2]）を

構築しました．この辞書では，日本語

で頻出する 15,220 語に対し，3450 名

の協力を得て抽象度が付与されていま

す． 

思春期の発話と抽象度 

 我々は，今，この抽象度を用いて思

春期の子供たちの記述を解析していま

す．どうやら全体的な記述の抽象度と

知能は関係がなさそうですが，「最近

褒められたことは？」という設問に対

する記述では，IQ が高い子供の方がよ

り抽象的だという結果がでました（図

1）．どうやら，何について褒められた

かを抽象化して捉えることは，知能と

関係があるようです． 

本グループではこれまで扱うことが

困難であった言葉の抽象性を数値化す

る技術を用いて，抽象性以外の指標の

数値化も目指しています．さらに，言

語の指標を用いた心理学的研究も行っ

ています．新しい学問領域を開拓すべ

く，既存のデータに新しい観点と方法

で挑むことが，本グループの方針です． 

成果 

1. https://jreadability.net/jev/ 

2. http:// sociocom.jp/ ~data 

/2019-AWD-J/ 

図 1: 東京ティーンコホートの自由記述で抽象性を測った結果 

 

18 

https://jreadability.net/jev/


 

 

活動報告・研究計画 

東京ティーンコホートサブサンプルを 

使用したゲノム研究 

熊本大学大学院・生命科学研究部・分子脳科学分野 文東 美紀  

  

セロトニントランスポーターと

5-HTTLPR 多型 

セロトニンは、2 つの神経細胞の細胞

間のつなぎ目（シナプス間隙）に放出

される神経伝達物質の一つとして知ら

れています。シナプス間隙におけるセ

ロトニンの濃度は、セロトニントラン

スポーターと呼ばれる分子の働きによ

り調節されています。この分子はシナ

プス前終末に存在しており、シナプス

前細胞からシナプス間隙へ放出された

セロトニンをもとの細胞へ再取り込み

することにより、セロトニン濃度を調

節しています。うつ病を発症すると、

セロトニンがシナプス間隙に少なくな

ると考えられているため、セロトニン

トランスポーター分子は抗うつ薬のタ

ーゲットになっています。 

このセロトニントランスポーター遺伝

子の発現を制御するゲノム部位である

プロモーター領域には、個人によって

長さが異なる領域があります。それは

5-HTTLPR 

(serotonin-transporter-linked 

polymorphic region)と呼ばれる、1 ユニ

ットが 22 塩基ほどの繰り返し配列か

らなる多型です。この多型には大きく

分けて 2 つのタイプがあり、1. 14 回繰

り返しの短いタイプ、2. 16 回繰り返し

の長いタイプに分けられます。これま

での研究で、短い 14 回繰り返しタイプ

より、長い 16 回繰り返しタイプのほう

がセロトニントランスポーターの発現

が多くなることが報告されています。

この多型の頻度は人種によって異なっ

ており、欧米人の 50%ほどが長い 16

回繰り返しタイプを持つのに対し、日

本人の 80%ほどは短い 14 回タイプを

持つことが分かっています（表）。さ

らに、5-HTTLP が短い 14 回繰り返し

タイプを持つ人は、16 回繰り返しタイ

プを持つ人よりも不安を感じやすいと

いう報告がありましたが、追試研究で

は結果が一致していません。 

この5-HTTLPRを詳しく調べてみます

と、14・16 回繰り返しタイプ以外にも

15・19・20・22 回といった繰り返し

回数を持つ人が少数いることが分かっ

てきました（表中「その他」）。さら

に異なるのは繰り返しの回数だけでな

く、例えば同じ 16 回繰り返しタイプの

中にも、ユニットの組み合わせ方が異

なるタイプがあることが分かってきま

した。これらの配列の違いがプロモー

ター活性にも影響を及ぼすことが分か

ってきています。 

今回、この 5-HTTLPR を東京ティーン

コホートサブサンプル 302 人分の唾液

DNA を使用して調査を行い、これま 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

での研究と比較すると、日本人におけ

るアレル頻度に大きな差はないことが

分かりました。しかしこれまでに報告

のない、新しい変異型のアレルも複数

検出されており（表中「その他」）、

これらのアレルがどのようなプロモー

ター活性を持つのか、興味深いところ

です。また東京ティーンコホートサン

プルにおける DNA メチル化データ・

MRI 脳画像データ・アンケート調査な

どの結果と照合することにより、新た

な知見が加わることが期待されていま

す。 

学会発表 

日髙洋介、池亀天平、菅原裕子、清田

恵美、笠井清登、石川智久、橋本衛、

竹林実、文東美紀、岩本和也、健常者

多数例のジェノタイピングにおける

5HTTLPR 新規多型の同定 

第 48 回神経精神薬理学会（2018 年 11

月 14～16 日、東京ドームホテル、東

京）
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活動報告・研究計画 

思春期の社会的経験を通してコミュニ 

ケーション能力が成熟する神経機構 
東北大学大学院生命科学研究科 田中 雅史  

  

研究の概要 

 ヒトなどの社会的動物では、思春期

における社会的経験が、その後の価値

判断やコミュニケーション能力に大き

い影響を与えることが知られる。しか

し、ヒトに適用できる実験には限界が

あり、思春期の社会的経験が脳にどの

ような影響を与えて、その後の精神疾

患や社会性不全を引き起こすのか、そ

の詳細の解明は困難である。そこで、

本研究では、ヒトと類似の言語的コミ

ュニケーションを通して他者と社会的

結合を形成するキンカチョウという鳥

に種々の神経科学的手法を適用し、思

春期における社会的経験がその後のコ

ミュニケーション能力を成熟させる神

経機構を細胞レベルで探究する。 

 

研究の背景 

 歌をさえずるスズメ亜目の鳥

（songbird: 歌鳥）の一種であるキン

カチョウは、極めて社会的な動物で、

他者との相互作用を通して獲得した歌

などの発声を言語的コミュニケーショ

ンに利用して、特定の個体と緊密な社

会的結合を形成する。キンカチョウに

とって思春期は、特定の歌への好みを

形成する時期でもあり、その後のコミ

ュニケーション能力の成熟へ重要な役

割を果たすと考えられる。こうしたコ

ミュニケーション能力の成熟を支える

神経回路は十分に解明されていないが、

私たちは、最近の研究で、中脳の水道

周囲灰白質（ PAG: periaqueductal 

gray）から皮質の感覚運動野（HVC）へ

のドーパミン出力が、思春期の社会的

相互作用で活性化され、HVC の神経活

動に劇的なシグナル伝達の再構成を引

き起こすことで、発話の成熟化を駆動

することを発見した 1)。そこで本研究

は、オプトジェネティクスなどの強力

な神経科学的手法を用いて、社会的行

動との関連が推定される、中脳から

HVC や側坐核へのドーパミン出力が、

思春期におけるコミュニケーション能

力の成熟にかかわっている可能性を検

討し、関連する神経回路の活動を操作

することによって、思春期の社会的経

験の不全で生じたコミュニケーション

障害の改善を目指す。 

研究の計画（挿図参照） 

 初年度は、思春期の社会的経験がそ

の後のコミュニケーション能力に与え

る影響を調べるため、思春期に他の鳥

から隔離されたキンカチョウと、思春

期に社会的相互作用を経験した正常な

キンカチョウを用い、両者のコミュニ

ケーション能力をスクリーニングする。

また、思春期のキンカチョウが社会的

相互作用を行う際に、PAG から HVC へ

のドーパミン出力 1)を阻害し、その後

の社会的コミュニケーションの異常を

定量化する。もし、思春期に PAG から

HVC へのドーパミン出力を阻害するこ

とで、社会的隔離と同様のコミュニケ

ーション障害が生じるならば、皮質へ

のドーパミン出力が、思春期の社会的

相互作用を通して価値判断や社会性を

成熟させるために必要であることが示

される重要な発見であり、次年度以降

の研究では、関連する神経回路の操作

を行うことで、思春期の社会的隔離や

神経機能不全によって生じるコミュニ

ケーション障害の改善を目指す。神経

活動の操作の対象としては、中脳から

HVC や側坐核へのドーパミン出力に加

え、私たちの研究で発話頻度の調節に

かかわることが示された、HVC から大

脳基底核への出力 2)も想定している。 

 

1) Tanaka M, Sun F, Li Y, & Mooney R. 

Nature 563: 117-120. 2018. 

2) Tanaka M, Singh Alvarado J, 

Murugan M, & Mooney R. Proc Natl Acad 

Sci U S A, 113: E1720-1727. 2016. 
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活動報告・研究計画 

マウスを用いた思春期発現の分子機構

の解明 

東京大学 医科学研究所 真鍋 俊也  

  

はじめに 

 ヒトにおいては、「思春期」に心身

に急激な変化が生じて、主体価値の形

成に大きな影響を与えると考えられて

います。思春期での神経系の異常がそ

の後の精神神経疾患の発症に関与する

ことが明らかになっていますが、多く

の場合、発症に伴って恐怖などの情動

に異常が生じます。マウスにおいても、

生殖能力の獲得や内分泌系や神経系の

変化などから思春期が存在することが

知られています。これまでは情動の中

枢として扁桃体が最も重要な脳部位で

あると考えられてきましたが、比較的

最近になって、げっ歯類を用いた研究

で海馬の腹側部が情動の発現に関与す

ることが明らかになってきました。研

究代表者は、これまで長年にわたって

進めてきた海馬と扁桃体の研究の延長

として、海馬の腹側部と背側部の機能

的な違いに興味を持ち、マウスを用い

て、シナプス可塑性の代表であり記憶

の基礎過程であるとされる長期増強

（LTP）を比較したところ、海馬の腹側

部では、思春期前および思春期後に比

べて思春期中に LTP が大きく減少する

が（図左：Adolescence）、背側部にお

いてはそのような違いがみられないこ

とを発見しました（図右）。そこで、

本研究計画では、このような LTP の減

弱の分子・細胞機構を明らかにするこ

とを試みます。さらに、このような思

春期における神経系の特性が、個体レ

ベルでの恐怖学習などの行動にどのよ

うな影響を与えるかを解明します。こ

のような解析を通じ、「マウスを用い

ることにより、シナプス・回路・価値

記憶の形成の因果関係の特定」という

点で当該領域の研究推進に貢献できる

ものと信じます。 

 

方法 

 思春期における海馬の腹側部と背側

部の違いが起こる原因を解明し、それ

が個体レベルでの情動にどのような影

響を与えるかを明らかにするために、

以下の実験を進めます。 

①思春期と思春期前・後におけるシ

ナプス特性の違いに関する検討：マウ

スを用いて実験を行いますが、マウス

では神経系や内分泌系などの変化から

５週齢頃が思春期であると考えられて

います。思春期前（３－４週齢）、思

春期（５週齢）、思春期後（９週齢）

のマウスにおいて、海馬スライス標本

を用いて、シナプス伝達効率やシナプ

ス前性生理機能、シナプス後性生理機

能を電気生理学的に検討し、シナプス

伝達特性の各群間の違いを明らかにし

ます。また、各時期におけるグルタミ

ン酸受容体のシナプス部位における発

現や局在の違いを生化学的に検討しま

す。 

②思春期におけるストレスと成熟後

の恐怖記憶との関連に関する検討：神

経行動学実験を行い、思春期にどのよ

うな行動異常を示すかを行動実験バッ

テリーにより確認するとともに、特に

恐怖条件付けでどのような変化がみら

れるかを明らかにします。さらに、思

春期にストレスを与えることにより、

成熟後にどのような行動異常が出るか

も検討します。これらの実験により、

思春期におけるストレスが、成熟後の

恐怖の表出や恐怖記憶に与える影響を

解明します。 

 

成果 

１．小林静香、真鍋俊也. シナプス可

塑性－長期増強：LTP/長期抑圧：LTD

「脳神経科学イラストレイテッド 改

訂第３版」（羊土社）真鍋俊也、森寿、

渡辺雅彦、岡野栄之、宮川剛（編）

pp.177-184, 2013. 

 

２．真鍋俊也. シナプス可塑性「脳神

経化学 －脳はいま化学の言葉でどこ

まで語れるか－」１５章（化学同人）

森泰生、尾藤晴彦（編）pp.157-173, 

2018. 

 

（顔写真） 
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研究計画 

対人関係の質が思春期の神経発達・ 

価値形成に与える影響 
昭和大学発達障害医療研究所  板橋 貴史  

  

はじめに 

 思春期は、児童の精神・身体だけで

なく、児童を取り巻く社会的環境も劇

的に変化する時期です。児童は、この

時期における周囲との相互作用によっ

て自身の価値を形成し、その形成され

た価値はその児童の将来に大きな影響

を及ぼすと考えられます。またこの時

期に、児童は様々なストレスに晒され、

問題行動や精神疾患を引き起こす可能

性があります。児童の主体的価値の確

立は、様々なストレスに対するレジリ

エンスを与えることが予想されます。

児童の主体的価値の形成を促す環境要

因および価値形成に伴う神経基盤の発

達を同定することは、児童の健やかな

発達を促す上で重要となってきます。 

 様々な環境要因の中でも、親子関係

や友人関係を含む対人関係の質は、児

童の価値形成に大きく寄与することが

予想されます（Levy et al., 2019）。そ

こで本研究の目的は、対人関係の質に

着目し、東京ティーンコホート（Tokyo 

Teen Cohort；以下、TTC）の貴重な縦

断データを使用させていただき、対人

関係の質が児童の価値形成および価値

形成に伴う神経基盤への影響を明らか

にすることです。 

加えて、社会相互性に障害を有する

自閉スペクトラム症（Autism Spectrum 

Disorder；以下、ASD）児と定型発達

児を対象に、対人関係の質が児童の価

値形成やそれに伴う神経基盤の発達に

対する影響を比較することで、疾患特

異的な影響があるかを検討します。 

方法 

本研究では、以下の２つのことに焦点

を当てて検討を行います。 

(1) 対人関係の質が児童の価値形成お

よび価値形成に伴う神経基盤発達

に与える影響 

(2) 対人関係の質が ASD 児の価値形

成および神経基盤発達に与える疾

患特異的影響 

一つ目の検討事項では、思春期の児

童を対象とし、対人関係の質が児童の

価値形成、価値形成に伴う神経基盤発

達に与える影響を、TTC の縦断データ

を用いて検証します。上図に示すよう

に、対人関係（親子関係および友人関

係）の質が、児童の神経画像（安静時

fMRI、構造 MRI など）と主体価値（パ

ーソナリティ、利他性など）に与える

影響を、縦断的変化として検討し、そ

れらの変化が児童の問題行動にどのよ

うに影響を与えるか検討します。 

二つ目の検討事項では、対人関係の

質が ASD 児の価値形成および神経基

盤の発達に与える疾患特異的な影響の

検証をします。10 歳から 15 歳までの

ASD 児、定型発達児を対象として、対

人関係の質、価値観および神経画像の

収集を行います。それらの横断データ

を用いて、神経画像および価値観に関

する発達曲線を描き、それらがどのよ

うに類似しているかなどを検討します

（下図）。ASD 児において、対人関係

の質の差が価値形成、神経基盤の発達

および重症度における差をもたらして

いるのであれば、ペアレント・トレー

ニングなどの早期介入による ASD 児

の症状の緩和の糸口となる可能性があ

ります。 

 

参考文献 

1. Levy, J. et al.: The neural 

development of empathy is sensitive 

to caregiving and early trauma. 

Nature Communications (2019).
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活動報告・公募研究 

主体的価値の柔軟的適応に関わる 

神経回路の同定 
玉川大学脳科学研究所 松田 哲也  

  

はじめに 

 人間は他の動物に比べ高度な利他

性・協力性を持ち、交互協力の利益を

生み出すのに有効な社会形成を成し遂

げてきた。向社会的行動の意思決定プ

ロセスには個人差があり、この個人差

を測定する方法として社会的価値志向

性(SVO: social value orientation)

がある。SVOは、自己利益最大化を好

む pro-selfと公平な利得配分を好む

pro-socialに分類される。山岸ら

(2017)は、SVOと向社会行動選択と決

定までの反応時間（RT）の関係性を調

べ、その結果 pro-selfは RTが短いと

利己的な行動を選択し、pro-socialは

RTが短いと利他的な行動を選択する

ことを明らかにしている。一方、RTが

長いと、pro-selfは利他的な行動をよ

り選択するようになり、pro-socialは

利己的な行動をより選択するようにな

ることを明らかにしている。つまり、

反応時間が短い時は直観的に行動選択

をしており、それは個人の社会性の好

みに従った行動選択の結果を反映する。

反応時間が長い時は熟慮的に行動選択

し、それは個人の社会的価値に逆らっ

た行動を選択していることを反映して

いる。これらの結果から、向社会的行

動は個人の社会的価値（デフォルト：

pro-self=自己利益最大化／

pro-social=公平な利得配分）を基準に、

行動選択を行っていると考えられる。 

これまでの研究では、右前頭前野に

TMSで刺激すると互恵的公平性を減ら

し利己的な行動が増え (Knoch et al, 

2008)、デフォルトが pro-selfは、右

前頭前野の体積が大きい(Fermin, et 

al, 2016)という報告がある。このよう

に、pro-selfな行動は右前頭前野が関

連していると考えられる。 

ただ、右前頭前野が向社会的行動に

どのような機能的役割をしているかは

明らかにされていない。そのため、脳

の構造的にどのような違いがあるを、

神経突起方向散乱・密度イメージング

（NODDI）と MR spectroscopyによる興

奮性神経と抑制性神経の濃度を測定す

ることで明らかにし、向社会的行動を

生み出す脳メカニズムを検討した。 

 

結果 

 SVOにより分類された pro-socialと

pro-selfを NODDIにより右前頭前野の

神経突起密度(ICVF)を比較したところ、

pro-socialな行動選択が強い程有意

に密度が高いことが明らかになった。

さらに、MRSで右前頭前野の興奮性神

経伝達物質である GuXと抑制性神経伝

達物質である GABAの濃度を測定した

ところ、pro-selfは pro-socialと比

較し、GuXの濃度は差がないものの、

GABAは有意に濃度が高かった。GABA

濃度は、GABAの代謝を計測したもので

はなく、神経細胞内外の GABAの濃度全

体を測定していると考えられているた

め、GABA細胞の密度を反映していると

解釈可能である。そのため、pro-self

は GABA細胞がより多く存在している

と思われる。 

これらの結果から、pro-selfは右前

頭前野の神経突起密度が高く、GABA細

胞も多く存在していることから、自己

利益最大化を考えるためにより論理的

思考を要するために右前頭前野が働き、

さらに感情的な反応を抑制する役割を

もつのではないかと思われた。 

 

学会発表 

・Fujii, T., Miyazaki, A., Takahashi, M., Ishihara, T., Tanaka, H., 

Kuribayashi, H., Takagishi, H., & Matsuda, T. Association between 

concentration of GABA in right DLPFC and social preference, Poster 

session presented at the Organization for Human Brain Mapping 

Annual Meeting, June 2018, Singapore. 

・Tanaka, H., Miyazaki, A., Takagishi, H., Fujii, T., Ishihara, T., Kanari, 

K., Nishina, K., Takahashi, M., Yamagishi, T., & Matsuda, T. Switching 

social behavior from default preferences: A multi-modal imaging study 

using Human Connectome Project (HCP) pipeline, Poster session 

presented at the Organization for Human Brain Mapping Annual 

Meeting, June 2018, Singapore.  

・Takagishi, H., Miyazaki, A., Ishihara, T., Tanaka, H., Kanari, K., 

Nishina, K., Fujii, T., Takahashi., M., Yamagishi, T., Matsuda T. Social 

value orientation regulates the function of the right DLPFC on 

pro-social behavior. Human Behavior and Evolution Society 30th 

Annual Meeting, July 2018, Amsterdam 
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活動報告・公募研究 

生活行動習慣と糖化・酸化ストレスの 

相互作用が主体価値の形成と改編に 

与える影響 

公益財団法人 東京都医学総合研究所 精神行動医学研究分野 統合失調症プロジェクト 新井 誠  

  

１．研究のねらい 

終末糖化産物（Advanced glycation 

end products, AGEs）と呼ばれる「糖化・

酸化ストレス」マーカーは、精神・身

体の状態像を反映する統合的な指標の

ひとつとして注目されています。私た

ちは糖化・酸化ストレスを基軸として、

生活行動習慣との相互作用や主体価値

の形成と改編に与える影響を探る試み

を進めてきました。特に、思春期とい

うライフステージにおいて、多様な基

底生活行動が AGEs マーカーの変化と

どのように結びつくのか、栄養学的な

因子が修飾要因としてどのように影響

を与えているのか、さらには主体的価

値の形成や改編に対してどのような交

互作用があるのか、私たちは多面的に

理解することを目指しています。今回、

公募班員として思春期・成人期におけ

る「精神状態と糖化・酸化プロファイ

ルとの関連」、「食・生活行動の多様

性（生活行動習慣）と糖化・酸化プロ

ファイルとの関連」、「主体的価値形

成・改編の駆動因と糖化・酸化プロフ

ァイルとの関連」を理解し、相互の因

果、修飾要因を探求することを 2 年間

に渡って継続してきました。 

 

２．これまでの成果 

私たちは糖化・酸化ストレスのマー

カーとしての AGEs を簡便かつ非侵襲

的に測定可能な皮膚 AGEs センサを導

入し、臨床活用することで様々な調査

結果との相関について検討を行いまし

た。これまでに東京ティーンコホート

サンプルでの AGEs センサ値について

測定を実施した結果、一般の成人集団

と比較して有意に低値を示すことを明

らかにしました。また、約 350 名以上

の方にご協力を頂いた調査から、多く

の方が低値を示すものの、中には高値

を示す被験者の方が存在することも明

らかとなりました。AGEs センサ値が

高値を示した一部の方においては、

GHQ (The General Health Questionnaire)、

CAPE (Community Assessment of 

Psychic Experiences)、CBCL (Child 

Behavior Checklist)といった調査尺度の

幾つかとも相関する所見が認められ、

AGEs センサ値が不安、内向的な問題

行動、無気力や意欲消失といった状態

像とも関連する事が明らかとなりつつ

あります。最近では、精神科を受診さ

れた方にもご協力を頂き、皮膚 AGEs

マーカーの動態変化と症状変化、主体

価値指標との関連についても検証をは

じめております。 

 

３．今後の展望 

現在、被験者の方を拡大して縦断的

データ集積を行い、糖化・酸化ストレ

スの変動、精神症状スコアや簡易型自

記式食事歴法質問票 (brief-type 

self-administered diet history 

questionnaire, BDHQ)を使用した栄養学

的調査を継続しており、今後さらに思

春期のライフステージにおける AGEs

センサ値と基底生活行動との関係、さ

らには主体価値形成とその改編の基盤

の一部が明らかにできるものと考えて

おります（上図）。より簡便で、非侵

襲的な測定機器開発の導入は、児童を

含む一般集団における大規模疫学研究

や臨床研究にとっても有用性が高いも

のです。また当該研究領域班でのウェ

アラブル端末データ等を共有すること

で、トランスレーショナルアプローチ

への応用を図りたいと考えています。

糖化ストレスは、従来、身体疾患、特

に糖尿病等の研究分野において精力的

に行われてきた経緯がありますが、本

研究における AGEs マーカーを軸に、

データ資源を十分に有効活用すること

は、早期からの精神・身体疾患の予防

介入、心身健康の増進に資する予防医

学にも貢献できるものと考えられます。 

 

1. 新 井 誠 ： Preventive medical 

research in areas of psychiatry, 

health, and social welfare: 19th 

IGAKUKEN  International 

Symposium Tokyo Metropolitan 

Institute of Medical Science, Tokyo, 

Japan[2019/02/08]  

2. 新井誠：グリケーション研究の潮

流．第 91 回日本生化学会シンポ

ジウム, 京都[2018/0924] 

3. 鈴木一浩, 他．生活行動習慣と糖

化・酸化ストレスの相互作用が主

体価値の形成と改編に与える影

響．平成 30 年度若手・女性の会

合宿,千葉[2018/07/7-8] 

4. 新井誠，他．生活行動習慣と糖

化・酸化ストレスの相互作用が主

体価値の形成と改編に与える影

響．新学術領域研究班会議，東京 

[2018/05/12]
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活動報告・研究計画 

主体価値の親子伝達： 

援助希求を軸とした検討 

東京大学 精神神経科 安藤 俊太郎  

  

【背景・目的】 

他人に助けを求める行動は、

ヒトが社会的動物として生きる

上で根本的に重要な行動です。

この行動にも個体差があり、援

助希求行動は価値観の影響を受

けています。特に本邦では、精

神的不調に対する援助希求の乏

しさが際立っており、「援助希

求力」の向上は国家的な重要課

題です。そこで、思春期におい

て主体価値とともに「援助希求

態力」が形成される過程を明ら

かにすることが必要です。本研

究は、応募者がこれまでに行っ

た研究で、援助希求態度には親

子で類似性があること、性役割

についての価値観の影響を受け

る可能性が示唆されたこと、に

着想を得ています。 

本研究では、以下 3 つのリサ

ーチクエスチョンを検証するこ

とを目的としています。 

1) 一般人口において、思春

期に援助希求態度は親子伝達す

るのか。 

2) 「他人に迷惑をかけない

ことが大事」という主体価値

の親子伝達が援助希求に影響

するか。 

3) 性役割についての主体

価値の親子伝達が援助希求に

影響するか。 

 

【研究デザイン】 

 本研究は、大規模な思春期一

般人口サンプルにおける前向き

コホート研究です。 

思春期児童および主養育者の

援助希求態度、主体価値（他人

に迷惑をかけないこと、性役割、

等について）を経時的に評価し

ます。これらを縦断的に統合解

析することにより、両者の因果

関係を検証します。 

 

【研究対象者】 

 本研究の対象は、東京都内 3

自治体で行われているコホート

研究（東京ティーンコホート）

に参加している約 3000名の思

春期児童とその主養育者です。

東京ティーンコホートは、平成

24年に開始した本邦初の大規

模思春期コホート研究で、地域

代表標本である 10歳児童（とそ

の主養育者）を対象に第一期調

査が行われました。14歳時に第

三期調査が行われ、16歳時に第

四期調査を行う予定です。本研

究では、これらの縦断データを

統合して解析に用います。 

 

【研究計画】 

平成 31年 6月～平成 32年 12

月に、主体価値、援助希求態度

についてのデータを収集します。 

平成 32年 1月に、中間データ

を用いて親子の縦断データセッ

トを作成し、プレ解析を行いま

す。  

平成 33年 1月に、全ての親子

データを統合し、大規模縦断デ

ータセットを作成します。 

平成 33年 2～3月には、統合

データセットを解析し、論文化

を進めることを予定しています。 
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活動報告・研究計画 

児童期におけるトラウマ体験が思春期 

主体価値形成に与える影響に関する研究 
東京医科歯科大学 大学院医歯学総合研究科 国際健康推進医学分野 藤原 武男  

背景 

思春期における主体価値形成は、思

春期前の主に児童期におけるトラウマ

体験、特に自然災害などの単回性トラ

ウマと、虐待などの複雑性トラウマの

経験によって影響を受ける可能性があ

ります。例えばブロンフェンブレナー

のエコロジカルモデルでは、子どもの

発達に影響を与える要因として、災害

や戦争などの外生的なショックを想定

していました。しかしながら、これら

のトラウマ体験が思春期における主体

価値形成にどの程度影響を与えている

かについての定量的な研究はほとんど

ありません。 

私たちの研究室はこれまで、東日本

大震災の被災地（宮城県、福島県およ

び対照群としての三重県）において、

震災時に未就学児であった子どもたち

（以下、被災地コホート）をリクルー

トし、2012 年から追跡調査を行なって

います。さらに、貧困対策を実施する

足立区において 2015 年より小学校 1

年生全員を対象とする子どもの縦断調

査（以下、足立区コホート）を実施し

てきています。それぞれ自然災害や虐

待のトラウマ体験を質問紙で調査して

いますし、メンタルヘルスについても

CBCL や SDQ で経年的に測定してい

るのみならず、レジリエンスといった

ポジティブな側面も調査しています。 

 

目的 

本研究の目的は、被災地コホートお

よび足立区コホートを追跡し、児童期

におけるトラウマ体験、すなわち被災

トラウマ、虐待トラウマ、そしてその

両方の体験を有した子どもが、これら

の体験がなかった東京ティーンコホー

トの子どもと比較し、思春期にどのよ

うな主体価値を、どの程度形成するの

かを定量的に明らかにしたいと考えて

います。その中で、主体価値が形成さ

れにくい状態としての“主体価値形成

不全”も視野に入れたいと思っていま

す。さらに、どのような地域要因や社

会的要因がある場合にこの関連が変化

するのかを明らかにすることで、主体

価値形成に対する介入可能性について

も検討したいと考えています。 

 

方法 

被災地コホートにおいては、実施可

能性を考慮し、宮城県（N=60）、福島

県（N=70）、三重県（N=70）におけ

る参加者に追跡調査を行います。した

がって対象者は合計 200 名です。2019

年度にはその多くが中学生（１３−１５

歳）になっています。足立区コホート

においては、2016 年度に実施した「足

立区子どもの健康・生活実態調査」に

参加している、7 つの中学校で実施し

た中 2 を追跡対象としますので、2019

年度には高校 2 年生になっています。 

2019 年度は本領域においてすでに

開発されている「主体価値測定法」を

導入し主体価値を定量的に評価し、

TCC と比較可能なデータを提供して

いく予定です。また、Purpose in life、

時間選好性についても調査したいと思

います。同時に血圧、心拍変動、毛髪

によるコルチゾール等からストレス程

度を把握し、トラウマと主体価値形成

における生物学的経路についても迫り

たいと考えています。 
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活動報告・研究計画 

思春期からの社会経験が剥奪された  

ひ き こ も り 経 験 者 の 主 体 価 値 が    

人生に与える影響 
宮崎大学教育学部 境 泉洋  

はじめに 

次代を担う若者の自立は、人類の持

続可能な発展において必須の条件です。

成長を至上命題とした資本主義社会が

限界に差しかかる今日、低成長による

成熟社会の最たる被害者は若者世代で

あるといっても過言ではありません。  

本邦における若者自立の象徴的課題

として、ひきこもりがあります。2010

年に施行された子ども・若者育成支援

推進法、2015 年に施行された生活困窮

者自立支援法においてひきこもりが支

援対象に含まれるなど、積極的な取り

組みが展開されています。 

ひきこもりに関しては、内閣府が平

成 31 年 3 月 29 日に新たな疫学データ

を公表しています。この調査から、40

歳から 64 歳のひきこもり者数が 61.3

万人であることが示されました。平成

28年9月に内閣府が公表した若者の生

活に関する調査で示された、15 歳から

39 歳のひきこもり者数 54.1 万人とい

う推計値と合わせると、15 歳から 64

歳のひきこもり者数は 105.4 万人に上

ることになります。 

これらの調査から、ひきこもりには

思春期心性に端を発する若年ひきこも

りと、40 代以降の生涯発達課題に端を

発する中年ひきこもりがあることが浮

き彫りになってきました。本研究では、

思春期主体価値と関連の深い、若年ひ

きこもりについて焦点を当てています。 

 

若年ひきこもりと思春期 

著者らの調査から、若年ひきこもり

状態の好発期は思春期の入り口である

中学 1 年生から始まり、20 代後半まで

継続することが明らかにされています

（KHJ 全国ひきこもり家族会連合会、

2018）。中学 1 年生は、中 1 ギャップ

をはじめ、不登校の急増、非行問題の

顕在化など、様々な問題が急増する時

期です。思春期からの好発期の間、ひ

きこもり経験者が一貫して抱えている

のが主体価値の未獲得という思春期課

題です。 

本研究は、著者らが行ってきたひき

こもりに関する大規模データベースと

主体価値に基づくひきこもり支援を発

展させるものです。著者らは、2003 年

から NPO 法人 KHJ 全国ひきこもり家

族連合会（以下、KHJ 家族会）と共同

でひきこもりに関する全国規模の実態

調査を実施しており、2019 年時点で家

族調査の延べ対象者数が 6586 名、ひ

きこもり本人調査の延べ対象者数が

1055 名という、他にはない大規模デー

タベースを構築しています。また、

2014 年から高知県教育委員会と共同

で主体価値の獲得を基盤とした行動活

性化療法として「若者はばたけプログ

ラム」を開発し、その効果検証を行っ

ています（境、2014）。本申請の研究

は、こうした大規模データベースと個

別の臨床実践から得られた知見を発展

させるものです。 

 

本研究の目的 

ひきこもり経験者の主体価値を研究

することによって、図１に示したよう

な 2 つのことが明らかにしたいと考え

ています。一つ目は、社会経験の剥奪

によって、主体価値の獲得過程にどの

ような差が生じるのかという点です。

そして、二つ目は、ひきこもり経験者

独自の主体価値が人生に与える影響で

す。これらのことを明らかにするため

に、1 年目に、ひきこもり経験者の主

体性価値の構造を明らかにしたいと考

えています。そして、2 年目には、主

体価値の獲得がひきこもり経験者の適

応に与える影響について検討したいと

考えています。
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活動報告・研究計画 

家族内計測による思春期主体価値 

形成過程の解明 

東京大学大学院総合文化研究科 小池 進介  

  

東京大学駒場キャンパスでの調査 

前回の公募班研究より引き続き 2 年

間研究させていただきます。よろしく

お願いいたします。現在、東京大学大

学院総合文化研究科（駒場キャンパス）

では、Tokyo TEEN Cohort の MRI サブ

サンプル計測を一括して行っており、

私どもからコホートメンバーのお子様、

保護者様にご連絡をさせていただき、

頭部 MRI 画像や、尿、毛髪などのバイ

オサンプルを採取させていただいてお

ります。貴重な資料となりますので、

ご協力のほどどうぞよろしくお願いい

たします。 

 

前回の研究成果 

 前回の公募班（平成 29~30 年度）で

は、思春期の価値感覚が、成人になっ

ていかに個々人の価値観に成長してい

くのかを検討するため、さまざまな計

測法の開発を行ってきました。 

具体的には、メタ認知尺度、内発的

動機づけ尺度、価値感覚尺度を Tokyo 

TEEN Cohort と連携して開発し、その

成果をコホート調査に導入していきま

した。その中で、勉強に対して自発的

にしたいと思う気持ち（内発的動機づ

け）は、その人の「成長したい」とい

う価値感覚と、母親の「自分を大事に

する」価値観が、それぞれ影響してい

ることを明らかにしました。 

 こうした尺度を用いた調査はすべて、

Tokyo TEEN Cohort でも実施させてい

ただいており、今後、子の価値観がど

のように形成されるかを明らかにでき

ると考えています。 

 

今回の研究方法 

 これまで、Tokyo TEEN Cohort では、

お子様とその主たる養育者様（主にお

母様）から質問紙による調査を中心に

行ってきました。お父様や兄弟姉妹な

ど、ほかのご家族の方々には調査がで

きていませんでしたが、今回は家族全

員を調査対象とさせていただき、思春

期の価値観形成がどの影響が大きいの

かを明らかにしていきたいと考えてい

ます。 

 具体的には、(1) 価値観の家庭内で

の共有状況を明らかにします。(2) 12

か月後の調査で、価値観の共有過程が

対象者の年齢層によってどのように変

化するのかを明らかにします。 (3) こ

うした価値観の伝達過程にメタ認知機

能（自分に関して認識する能力）が関

係しているかを明らかにし、(4) だれ

のどのような価値観が子の価値観や、

それに基づく行動に関係しているかを

明らかにする予定です（図）。 

 追加調査という形で行いますので、

対象となる方にはご負担をおかけする

かと思いますが、できるだけお時間を

取らせない方法としたいと思いますの

で、ご協力をよろしくお願いいたしま

す。 

 

成果 

1. Yamaguchi S, Ojio Y, Ando S, (5 名), 

Koike S: Long-term effects of filmed 

social contact or internet-based 

self-study on mental health-related 

stigma: A two-year follow-up of a 

randomised controlled trial. Soc 

Psychiatry Psychiatr Epidemiol 

2019;54(1):33-42. 

2. Koike S, Yamaguchi S, Ojio Y, Ando 

S: Social distance toward people with 

schizophrenia is associated with 

favorable understanding and negative 

stereotype. Psychiatry Res 

2018;261:264-8.
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研究計画 

アンドロイドを媒介した相互コミュニケ

ーションによる主体価値発展支援システ

ムの確立 
国立精神神経医療研究センター・精神保健研究所・児童予防精神医学研究部・児童青年期研究室 熊﨑 博一  

  

本研究の目的は「児同士が二人一組になり、

それぞれが互いに、外見がヒトに酷似した

ロボットであるアンドロイドの操作者及び

対面者となり、相互に自己開示をし、フィ

ードバックしあう」という支援システム（以

下“アンドロイドを媒介した主体価値発展

支援システム”とする）を確立し、主体価

値の形成に寄与することである。 

自閉スペクトラム症（以下 ASD）は社会性、

コミュニケーションの発達に障害を持ち、

感覚運動症状の特異性を有することが多い

発達障害である。ASD 児の中でもそれぞれの

症状について、重いものから軽いものまで

含まれ、症状の表現において多様性に富ん

だ集団である。ASD 児は、健常児と比べて他

者と対話することにモチベーションを持て

ないことも一因で自身の体験及び心理状態

についての自己開示が少なく、苦手なこと

が知られている。自己開示が苦手であり、

他者からのフィードバックが得られないこ

とで、自己洞察が深まらず、その結果主体

価値の形成不全となることも一つの要因で

進学、就職が思うようにいかず、結果的に

不登校、就労困難につながっている現状が

ある。モチベーションを持ちコミュニケー

ションすることで自己開示を促し、相手か

らのフィードバックを通して、自己の心理

状態への洞察が深まり、結果的に主体価値

の形成に寄与すると想定される。 

アンドロイドは、ヒト型ロボットの中で

は外見のみならず実際のヒトに近いレベル

で非言語的情報を他者に伝えることができ

る。一方でヒトと比べると、状況・場面・

体調・感情によって対応がぶれないため、

変化に敏感な ASD 児でも安心して関わるこ

とが期待できる。研究代表者は ASD 児が、

アンドロイドとの対面時に、モチベーショ

ンをもって自己開示すること、また ASD 児

がアンドロイドを操作して他者とインタラ

クションすることで、普段は決して ASD 児

から語りかけられることがないような心理

的内面が引き出されることを明らかにした。

さらにアンドロイドを操作してのインタラ

クションでは、他者の発言に対し容易にフ

ィードバックできるケースがあることを明

らかにした。一方で現状は、ヒトによりア

ンドロイドとの対面時における心地よさが

異なるため、自己開示の個人差が大きく、

またアンドロイドの操作は複雑であり操作

者がアンドロイドを思うように動かすこと

が難しく、全ての ASD 児にとっての対面時

の心地よさ、操作性の向上が課題となって

いる。 

  本研究ではアンドロイドを媒介した主体

価値発展支援システムを開発し、その効果

を検証する。ASD児は健常児と比べ神経質で、

細かな違いに気がつく特徴があり、“ASD

児にとって最適な支援システム”が達成さ

れれば、多くの人にとって有用なシステム

となりうる。アンドロイドという動作のパ

ラメータが決まっている媒体をどのように

調整することで自己開示が

進むかについて検討するこ

とは、自己開示を促す理論

についての体系を作るうえ

で大きな基盤になる。自己

開示を促すことは主体価値

発展支援に寄与すると考え

られており、その過程こそ

が当該領域が求める目標で

ある主体価値の形成過程の

解明につながる。 

 

関連業績 

1.Kumazaki H, Muramatsu T et al.. Job interview 

training targeting nonverbal communication using an 

android robot for individuals with autism spectrum 

disorder. Autism. doi: 10.1177/1362361319827134. 

2.Kumazaki H, Yoshikawa Y et al. The impact of robotic 

intervention on joint attention in children with 

autism spectrum disorders. Molecular Autism. doi. 

10.1186/s13229-018-0230-8.2018. 

3.Kumazaki H, Warren Z, et al. Can Robotic Systems 

Promote Self-disclosure in Adolescents with Autism 

Spectrum Disorder?  A Pilot Study. Frontiers in 

Psychiatry. doi: 10.3389/fpsyt.2018.00036. 

eCollection. 2018. 

4.Kumazaki H, Warren Z, et al. Impressions of humanness 

for android robot may represent an endophenotype for 

autism spectrum disorders. Journal of Autism and 

Developmental Disorders. 48(2):632-634.2018. 

5. Kumazaki H, Muramatsu T, et al. Tele-Operating an 

Android Robot to Promote the Understanding of Facial 

Expressions and to Increase Facial Expressivity in 

Individuals With Autism Spectrum Disorder. American 

Journal of Psychiatry. 174(9):904-905. 2017. 
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活動報告・研究計画 

思春期の主体価値形成支援法の確立に 

向けた疫学・臨床心理学の連携的研究 

信州大学学術研究院教育学系  高橋 史  

  

思春期の適応支援と認知行動療法 

思春期は，さまざまな心理社会的困

難が現れる時期であると同時に，親や

教師の目が行き届きにくくなる時期で

もあります。そのため，問題のセルフ

コントロールに主眼を置く認知行動療

法（Cognitive Behavioral Therapy: 

CBT）が思春期の適応支援に適用され，

その有効性が支持されてきました。 

近年では，学校教育現場で活用しや

すい，授業形式での CBT が注目されて

います。筆者の研究室では，価値に焦

点化した CBT を学校現場で実践し，不

快感情からの回避や多動・不注意傾向

の改善効果を報告してきました

（Takahashi, 2018）。多動・不注意の

背景には行動活性化と行動抑制のアン

バランスがあると考えられており

（Oguchi & Takahashi, 2019），価値

に焦点化した CBT は行動活性化と行

動抑制のバランス調整に役立ったのか

もしれません。 

しかし，介入の作用機序は未だ不明

瞭であり，介入の洗練化には至ってい

ません。その理由のひとつとして，臨

床心理学研究の多くが独自の指標

（例：自動思考）での効果測定や作用

機序の解明努力に終始しており，他分

野の基礎的知見が必ずしも積極的に活

用されていないという現状があります。 

こうした背景をふまえて，本公募研

究の 2019 年度の活動では，前向きコ

ホート研究のデータリソースを用いて，

介入の作用機序を担う可能性がある変

数を特定することを目的とします。特

に，2019 年度後期に実施予定の認知行

動療法での改善が期待できる行動・認

知・感情的要因に焦点を当てます。 

研究の概要（2019年前期） 

東京ティーンコホートのデータリソ

ースを用いて，行動的要因，認知的要

因，および感情的要因による後の主体

価値の予測率を算出します。最も大き

な予測率を示した要因を主たる介入タ

ーゲットとして，2019 年後期以降に実

施する介入プログラムの構成に反映さ

せます。 

研究の概要（2019年後期以降） 

本研究の介入プログラムは，思春期

をターゲットとした先行研究の知見や

臨床資料がすでに蓄積・整備されてい

る「Acceptance & Commitment 

Therapy (ACT)」をベースとして開発し

ます。このプログラムは，「自分がど

うありたいか」という自分を軸にした

行動基準，すなわち主体価値を明確に

するワークからはじまり，価値に沿っ

て行動をおこす際に経験するさまざま

な認知的・感情的バリアを乗り越える

ためのワークを体験していきます。 

介入は，１回 50 分，月２回程度，

計６回のセッションから構成され，学

級毎に実施します。そのうち３回は，

我が国の学校教育現場においてすでに

一定の効果を示している中学生のため

の ACT プログラム（Takahashi, 2018）

から，主体価値を明確化するワークを

選定します。残りの３回は，2019 年度

前期の調査結果をもとに，行動・認知・

感情的要因のいずれかに焦点を当てた

介入コンポネントを実施します（図）。

2020 年度にも同様の介入研究を継続

することで，統計検出力を高めると共

に，フォローアップデータの収集に努

めます。 

 

成果 

1. Takahashi, F. (2018). Effects of 

school-based Acceptance and 

Commitment Therapy on mental 

health and behavior problems in 

adolescents. Paper Presented at 52nd 

Annual Convention of Association for 

Behavioral and Cognitive Therapies, 

Washington D.C. 

2. Oguchi, M., & Takahashi, F. (2019). 

Behavioral inhibition/approach 

systems constitute risk/protective 

pathways from ADHD symptoms to 

depression and anxiety in 

undergraduate students. Personality 

and Individual Differences, 144, 31-35. 

doi:10.1016/j.paid.2019.02.033 

・思考と感情を分ける

・肯定的感情を表す言葉

・否定的感情を表す言葉

・感情と身体のつながり
（心身相関）

・感情を落ち着けるリラク
セーション

・行動活性化の原則を知る

・やる気と行動の関連
（やる気がないと動けな
い → 動いているうちに
やる気が出てくる）

・行動リストと行動計画の
作成

・短期的報酬と長期的報酬
を分ける

・注意持続訓練

・不注意傾向に対処する
補償方略トレーニング

・目標の細分化と活動の
優先順位づけ

＜感情のワーク＞ ＜行動のワーク＞ ＜認知のワーク＞

図 介入プログラムで実施するワークの概要
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活動報告・研究計画 

思春期と自閉スペクトラム症当事者研究

における主体価値変容メカニズムの解明 

玉川大学 脳科学研究所／国立精神・神経医療研究センター 精神保健研究所 飯島 和樹  

道徳という主体価値 

道徳は、思春期に成熟する人間の主

体価値のなかでも根幹をなすもので、

人間の社会性を支える重要な心的機能

です。道徳は、思春期に親の保護から

離れ、ピア・グループのうちで様々な

経験を積み、社会環境適合を経ること

により、成熟した状態へと至ると考え

られます（図上）が、その神経基盤は

未だに明らかではありません。一方で、

自閉スペクトラム症 (ASD) 者は、思

春期におけるピア・グループでの適合

に困難を抱えることが多く、堅牢な主

体価値の形成が不全なまま成人へと至

っている例が多いと考えられます（図

下）。本研究計画では、「当事者研究」

を通した ASD 者の道徳的な主体価値

の変容に焦点を当ててきました。 

 

ASD 者における道徳的主体価値 

2 年間の研究を通じて、ASD 群の

主体価値の計測を進め、当事者研究参

加前の ASD 者 20 名および定型発

達者 20 名において、多数のシナリオ

に対する道徳判断・意図性判断課題を

行っている際の脳活動を機能的磁気共

鳴画像法 (fMRI) にて計測しました。 

定型発達群との比較により、ASD 群

においては、「負の副作用が生じるシ

ナリオに対する意図性判断が強まる現

象」（Knobe 効果）が有意に減弱して

いることが明らかになりました。さら

に，課題中の脳活動の解析を進めたと

ころ，定型発達群のみで、右の頭頂葉

および帯状回後部において正の副作用

シナリオに対する脳活動が負の副作用

シナリオに対する脳活動よりも高まっ

ていることが明らかになりました。こ

の結果は、依然、様々な議論のある、

心の理論と道徳的認知との相互作用の

神経基盤の解明に寄与するとともに、

ASD 者に固有の社会性のあり方に新

たな洞察を与えるものです。以上の結

果については、複数の国際学会・国内

学会で報告を行い、神経科学と自由意

志に関する第 2 回国際会議 [1] では

ポスター賞を受賞しました。 

 

行動変容の意思決定モデルの提案 

さらに、主体価値に関する理論的な

研究も進展しました。人々の行動をど

のようにして望ましいものに変えるこ

とができるか、という問題を扱う「行

動変容」研究は、心理学、教育学、医

学などのさまざまな分野で研究されて

きました。しかし、主流の理論である

計画的行動理論に基づいた

行動変容の効果は十分なも

のではありませんでした。

行動変容の精度を向上させ

るためには、行動経済学に

おけるバイアス研究の成果

を取り入れることができる、

新しい行動変容理論を構築

する必要性が叫ばれていま

した。 

そこで、我々は、行動の

結果の価値、主観的規範、自己効力感

の 3 要因を含みつつ、なおかつ期待効

用理論とも整合的であるような、新し

い行動変容理論を提案いたしました。

当理論は、本領域で得られた主体価値

に関する知見を、行動経済学における

先延ばしなどのバイアス研究と組み合

わせて用いることを可能とするもので、

精度の高い行動変容が期待できます。

この成果は、共著論文として、国際誌 

Frontiers in Psychology に採択されま

した [2]。 

 

当事者研究の臨床研究 

また「ASD に対する当事者研究の方

法および効果に関する探索的臨床試

験」においては、当事者研究ファシリ

テータの養成が完了し、第 2 フェイズ

に向けて参加者の募集が開始されまし

た。今後は、当事者研究参加後におけ

る道徳的な主体価値の変容の神経基盤

を明らかにしていきます。 

 

成果 

[1]  Iijima, K., Yomogida, Y., Asada, 
K., Matsumori, K., Sugiura, A., 
Kumagaya, S., & Matsumoto, K.: 
The Knobe effect attenuated in 
autism spectrum disorder and its 
neural basis. The 2nd 
International Conference on 
Neuroscience and Free Will. May. 
2019, Orange, CA.  

[2]  Matsumori, K., Iijima, K., Koike, Y., 
& Matsumoto, K. (2019). A 
decision-theoretic model of 
behavior change. Frontiers in 
Psychology: Health Psychology, 
10, 1042, 1-7. doi: 
10.3389/fpsyg.2019.01042 
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 皆さまの多大なご支援を賜り、豪国

メルボルンの Murdoch Children’s 

Research Institute (MCRI)にて、

George Patton 先生のご指導のもと、

在外研究をいたしました。 

Patton 先生は、思春期メンタルヘル

ス、思春期保健研究のグローバルリー

ダーであり、2016年のLancet誌にて、

Global leader in adolescent health と

して紹介された方です。2018 年には、

Nature 誌の思春期特集にて、思春期の

健康と次世代に関する論文を発表して

います。また、本新学術領域の国際ア

ドバイザリーボードのメンバーとして、

継続的なご支援を賜り、2018 年の本領

域の国際シンポジウムにて、「Towards 

a developmental epidemiology of 

adolescence」をテーマにご講演してい

ただきました。 

筆者の主な在外研究活動として、豪

国コホートデータ解析、日豪コホート

研究の連携強化に携わりました。帰国

後もデータ解析、日豪コホート研究の

連携を継続し、取得した経験や解析技

術などを国内研究者（特に若手）へ還

元していきます。 

 

【主研究計画】 

１．背景 

 注目される思春期主体価値関連因子

の一つとして社会的規範（Social 

norms）が挙げられます。社会的規範

意識は思春期の健康に良好な影響を与

える事が示唆さています。一方で、思

春期には、学校環境や仲間関係に伴う

いじめ被害や School disengagement、

家庭環境に伴う侵襲的な養育などを経

験する可能性が時期でもあります。そ

こで、思春期における社会的規範意識

が、同時期に経験しうる School 

disengagement、いじめ被害や侵襲的

な養育の影響を踏まえて、その後のメ

ンタルヘルス（抑うつ）にどのように

関連するかに着目しました。また、筆

者らの研究にて温かい養育と侵襲的な

養育を併用する家庭が少なくないこと

が分かっています。本研究では、思春

期の深刻な社会的要因（いじめ、School 

disengagement）や、家族要因（侵襲

的な養育、温かい養育）の影響を考慮

した上で、社会的規範意識と抑うつと

の関連を明らかにすることを目的とし

ました。 

２．方法 

豪国の思春期の子どもを対象とした

コホート調査（LSAC: Longitudinal 

Study of Australian Children）の縦断デ

ータを用います。LSAC は、2004 年に

子どもとその養育者約 5000 組を対象

とした出生コホートで、高い追跡率を

維持している調査です。4-5 歳時調査

を Wave 1 として、2 年毎に調査が実

施され、現在は 16-17 歳時調査として

Wave 7 を実施しています。10-11 歳時、

12-13 時の社会的規範意識、School 

engagement、養育スタイル（温かい養

育、叱責・体罰を用いる養育）、いじ

め被害を独立変数、14-15 歳時の抑う

つを従属変数として、2 時点の独立変

数に対して、それぞれ回帰分析を行い

ます。 

３．本研究の意義 

豪国のデータは信頼性が高く、国際

的にも注目されるものであり、思春期

における社会的規範意識とその後のメ

ンタルヘルスとの関連を明らかにし、

深刻な体験をしている子どもへ、social 

norms に基づく介入の可能性を示唆す

ることが期待されると考えています。 

【関連研究】 

Patton 先生による豪国コホート

(Childhood to Adolescence Transition 

study）の 6 時点縦断データにて、いじ

め発生率の縦断的変化を疫学的に検討

し、高いいじめ発生率（特に女子）、

直接的ないじめから social status を考

慮 し た い じ め （ social exclusion, 

spreading rumor, cyberbullying）への

シフト等を明らかにしました。本研究

は、いじめへの介入において Social 

norms の重要性を示唆する点において、

主研究と相互に関連しうる重要な知見

であると考えています。 

 

成果 

1. Fujikawa, S., Ando, S., Nishida, A., Usami, S., Koike, S., 

Yamasaki, S., Morimoto, Y., Toriyama, R., Kanata, S., 

Sugimoto, N., Sasaki, Furukawa, TA., Hiraiwa-Hasegawa, 

M., Kasai, K. Disciplinary slapping is associated with 

bullying involvement regardless of warm parenting in early 

adolescence. Journal of Adolescence, 68, 207-216. 2018 

2. Fujikawa, S., Mundy, L., Canterford, L., Betancur, M., 

Patton, G (2019). Bullying across the “Middle Years”: a 

prospective cohort of students from Years 3 to 8 (in 

submission)

活動報告・国際活動 

豪国コホート研究による 

主体価値関連因子とメンタルヘルスとの 

関連における疫学的検討 

東京大学医学部附属病院／Murdoch Childrens Research Institute 藤川 慎也  
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活動報告・国際活動 

ギャンブル障害とそのハイリスク群に 

共通する脳形態学的特徴と衝動性 

京都大学医学部附属病院・精神科神経科   磯部 昌憲  

  

研究概要 

我々の個性ともいえる「主体価値」

は、成長とともに様々な外的・内的要

因に左右されながら形成されていきま

すが、その形成過程には個々人の持つ

認知心理特性も大きく影響すると考え

られます。対人環境に対する不安が強

いひとは、そうでないひとと比較して

他者との交流機会が減少することが想

定されるように、経験は個人の持つ認

知心理特性によって大いに左右されま

す。その結果として自分らしい主体価

値が形成され、さらに行動規範が形作

られていくと考えられます。 

認知心理特性のひとつである「衝動

性」は、注意欠如多動症や薬物依存を

含む多彩な精神疾患において共通して

みられ、主体価値形成過程への影響も

大きいと想定されます。衝動性が高け

れば、自分ではよくないとわかってい

るものにも飛びついてしまいやすく、

経験が好ましくない方向に偏る可能性

が高く、結果として主体価値が本人も

望んでいない方向に形成されるでしょ

う。そういった認知心理特定と疾患症

状（問題となる行動）の関連性が高い

ことが想定される、ギャンブル障害を

含む行動嗜癖疾患群は、依存性薬物の

薬理学的影響を受けることなく純粋に

行動の嗜癖化に着目できるため、主体

価値形成のひとつのモデルとなると考

えられます。 

 

本研究では、主体価値形成に影響を

与える一要素として衝動性に着目し、

ギャンブル障害患者とそのハイリスク

群を対象に、両者に共通する脳構造と

衝動性との関連性を明らかにすること

を目的としました。ギャンブル障害の

病態生理として、衝動性に関連する皮

質下構造の異常が示唆されてきました。

しかし局所的な形態学的特徴との関連

性については明らかではなく、さらに

そういった特徴が、ギャンブル障害に

至っていないがその傾向を持つ「ハイ

リスク群」においても同様に指摘され

るかについては、いまだ明らかではあ

りません。本研究では、ギャンブル経

験のある 18-29 歳の被験者をコミュニ

ティや新聞広告を用いてリクルートし、

DSM-5 に基づく診断的面接によって 3

つのグループ（ギャンブル障害群、ハ

イリスク群、コントロール群）に分類

しました。除外基準としては、過去の

頭部外傷歴、ギャンブル障害以外の精

神疾患、6 週間以内の向精神薬の服用

としました。被験者はそれぞれ、精神

科医による面接、衝動性に関する心理

検査、頭部 MRI 検査を受けました。ギ

ャンブル障害群 18 人、ハイリスク群

14 人、コントロール群 22 人が対象と

なり、皮質下の関心領域の体積および

形態学的特徴について、群間比較を行

いました。結果として、ギャンブル障

害群は高い衝動性を示し、同様の特性

がハイリスク群にも共通して見られま

した。皮質下構造には体積差はみられ

なかったが、ギャンブル障害群とハイ

リスク群において、コントロール群と

比較して両側の淡蒼球と左被殻に形態

学的変化を認めました。両群で共通し

てみられた右淡蒼球の局所的な収縮は、

衝動性の心理学的指標と強い相関がみ

られました。このことから、淡蒼球の

形態学的特徴、およびそれに関連する

衝動性は、ギャンブル行動を含む反復

する問題行動の素因となりうる可能性

があることが示唆されました。 

 

 以上の結果より、「主体価値」形

成の一側面として、脳形態学的な特徴

とそれに関連する認知心理特性が、そ

の影響を受けた行動パターンの繰り返

しを介して、特徴的な「主体価値」の

形成につながることが示唆されました。 

 

 

成果 

Grant JE, Isobe M, Chamberlain SR: 

Abnormalities of striatal morphology in 

gambling disorder and at-risk 

gambling. CNS Spectrums. 2019; 

18:1-7.  

doi: 10.1017/S1092852918001645
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右淡蒼球の形態学的特徴と衝動性の関連性

右淡蒼球の形態学的な特徴量
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活動報告・国際活動 

動機づけの神経基盤の解明と 

臨床応用にむけての検討 

Medical University of Vienna 森 麻子  

  

本領域からご支援を賜り、オースト

リア、ウィーンの Department of 

Psychiatry and Psychotherapy, 

Medical University of Vienna にて

Sigfried Kasper 先生のもとで在外研究

を行っています。同教室が有する

NEUROIMAGING LAB では、医学、数

学、統計学、生物学など様々な背景を

持つ研究者が属し、死後脳マイクロア

レイデータと PET データを組み合わ

せた全脳mappingなど複数のモダリテ

ィを統合する手法の開発が進められて

います。主な在外研究活動として、主

体価値に影響する動機づけを脳内報酬

系との観点から検討し、日本・オース

トリア共同でのデータ解析、連携強化

に関わり、帰国後は学んだ解析手法や

経験を若手研究者に還元していきます。 

【研究計画】 

〈背景〉 

報酬を予測する能力は、報酬の価値

に基づいて最適な行動を学習し、次の

行動を選択する基盤となる機能です。

報酬予測に関わる腹側線条体の活動は

健常者のみならず、思春期のうつ病ハ

イリスク群、うつ病、統合失調症など

のさまざまな疾患でその機能が注目さ

れ、賦活課題を用いた機能的磁気共鳴

画像 (functional magnetic resonance 

imaging: fMRI) で調べられてきました。

我々は主体価値に沿った能動的な行動

を増やす介入法として行動活性化に注

目し、思春期後期の閾値下うつに対す

る行動活性化の効果を動機づけと脳内

報酬系の観点から検討してきました。

その結果、閾値下うつ症状を改善させ

る行動活性化は、外発的動機づけ課題 

(Mori et al. 2016) のみならず内発的動

機づけ課題中の報酬予測時の脳内ネッ

トワークを変化させる (Mori et al. 

2018) ことを明らかにしました。また、

価値に応じた脳内報酬系の活動変化と

いう観点から、健常者では報酬の価値

に応じて線条体の活動値が増加するが、

うつ病患者では報酬の価値と線条体の

活動値に関連が見られなくなっている

こと(Takamura et al. 2017) がわかり

ました。これらの結果より、報酬予測

時の線条体の活動は報酬予測機能の評

価指標になりうることが予想されます。

この仮説を検証するには、多様な被験

者から課題 fMRI データを取得するこ

とが必要です。しかし、精神状態が不

安定な被験者や、子供などでは賦活課

題は認知的・精神的な負荷が高く、MRI

スキャナーの中で課題を正確に行うこ

とは困難です。近年、被験者の負担が

少なく脳活動を評価できる方法として

安静時 fMRI が注目され、簡便性、再現

性、信頼性の高さから臨床応用への期

待が高まっています。そこで本研究で

は課題を行わない安静時の脳機能的結

合から報酬予測時の腹側線条体活動を

予測するモデルを、まず健常者で構築

することを目的としました。 

〈方法〉 

解析には、すでに広島大学において

取得している、45 人の健常者の安静時

脳活動と外発的動機付け課題（金銭遅

延報酬課題）中の脳活動を用いました。

モデル作成には、派遣先で開発が進め

られている手法を適応し、安静時の脳

機能的結合から報酬予測時の腹側線条

体の活動指標（報酬感受性、最大報酬

予測、平均報酬予測）を予測しました。

モデルの精度は in-sample validationに

加えて independent dataset を用いて

検証しました。その結果、腹側線条体

の活動指標は安静時の脳機能的結合か

ら予測可能であることがわかりました

予測値と実測値の相関 : Pearson's r = 

0.19 - 0.54）。また、デフォルトモー

ドネットワークを含む脳機能的結合が

モデルの予測精度に高く貢献していま

した (Mori et.al, in preparation)。 

〈意義〉 

本研究の結果より幅広いサンプルで安

静時 fMRI を用いて報酬予測機能を予

測できる可能性が示唆されました。今

後は本モデルの妥当性を異なる人種や

疾患群のデータを用いて検証すること

を目指しています。それを通じて本領

域では、主体価値に沿った能動的な行

動を増やす介入法や、その客観的評価

指標の開発に貢献することができると

考えられます。 

〈参考文献〉 

Mori A, Okamoto Y, Okada G, 

Takagaki K, Jinnin R, Takamura M et 

al. 2016, Behavioral activation can 

normalize neural hypoactivation in 

subthreshold depression during a 

monetary incentive delay task. Journal 

of affective disorders.189: 254 - 62. 

Takamura M, Okamoto Y, Okada G et 

al. 2017, Patients with major 

depressive disorder exhibit reduced 

reward size coding in the striatum. 

Prog Neuropsychopharmacol Biol 

Psychiatry. 79: 317 – 323 

〈成果〉 

Mori A, Okamoto Y, Okada G et al. 

2018, The effects of behavioral 

activation on neural circuit related to 

intrinsic motivation. BJPsych Open.4 : 

317 - 323
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活動報告・国際活動 

どんな時でも変わらない、個人を特徴 

づける「脳紋」にはどんな意味がある？ 

オックスフォード大学 Wellcome Centre for Integrative Neuroimaging 高木 優  

  

はじめに 

 脳活動は時々刻々と変化しており、

たとえ同じ個人といえども、全てのニ

ューロンが異なる時点で完全に同じ状

態になる可能性は確率は極めて低い。

その一方で、われわれ人間は驚くほど

多様かつ個人内では一貫した個性を持

つ。一体どのような神経基盤が、この

ように変化しつつも一貫した個性を作

ることに貢献しているのだろうか。 

 近年、認知神経科学では、安静時脳

活動と様々な個性との関係をさぐる研

究が盛んに行われている。そのような

研究の多くは、興味のある個性を評価

するための認知指標と安静時脳活動の

両方を各個人から取得したのち、それ

らの相関関係を探索している。これら

の研究から、異なる認知指標に関係す

る脳活動を明らかにされてきた。 

 様々な認知指標に関係する脳活動が

明らかにされてきた一方で、最近発表

された複数の研究は、”脳活動それ自

体”が極めて強い一つの個性であるこ

とを示唆してきた。脳活動は、課題や

精神状態により個人内で時々刻々と変

化するが、これらの研究は、常に個人

をよく表現する脳活動、つまり「脳紋」

とも言える活動の存在を示唆する。 

 しかし、そのような個人の「脳紋」

を、数学的に適切な形でモデル化され

た研究はなく、行動における意義があ

るのかどうかも不明であった。 

 本研究では、多様な課題を同一個人

から取得したデータセットと機械学習

技術を用いて、上で述べたような「脳

紋」をデータ駆動的に抽出するこ

とを目指した。更に、それらの脳

紋がいったいどのような現実の

行動指標と関係しているのかを

探索した。 

 

方法 

 データセットとして、筆者が所

属している Oxford 大学もその中

心となって進めている、Human 

Connectome Project（HCP）を用

いた。HCPは 400名を超える個人から、

安静時を含む 8 種類の高品質な fMRI

データを提供しており、筆者らはこれ

を用いた。 

 個人を常によく表現する「脳紋」を

抽出する方法としては、一般化正準相

関 分 析 （ Multiset Canonical 

Correlation Analysis: M-CCA）と呼ば

れる機械学習手法を用いた。 

 HCP は脳活動以外にも、各個人から

多数の認知指標を取得している。それ

には流動性知性、言語性知性、時間割

引率や短期記憶能力など、多様な指標

が含まれている。そこで、M-CCA を適

用して得られた「脳紋」としての脳活

動が、どのような指標と関連している

のかをデータ駆動的に探索した。 

 

結果 

 多様な課題に共通して表現される個

人の「脳紋」を M-CCA により抽出した

結果、統計的に有意な水準で、三つの

脳活動パターンが「脳紋」として存在

することが示された。 

 それら三つの脳活動パターンはそれ

ぞれ異なる脳領域と関わっており、ま

た、異なる行動指標と関連していた。 

 

今後の展望 

  本研究は、先行研が示してきた認

知指標と脳活動パターンとの関係が、

個人の「脳紋」を含むことを示唆する。 

 今後、本研究の手法を思春期コホー

トのデータを適用し、発達に伴い個人

の「脳紋」がどのように変化するかを

探っていく計画である。 

 

成果 

4. Takagi Y, Hirayama J, Tanaka SC. 

State-Unspecific Modes of 

Whole-Brain Functional 

Connectivity Predict Intelligence 

and Life Outcomes, 第 41 回神経

科学大会, 2018 

5. Takagi Y, Hirayama J, Tanaka SC. 

State-Unspecific Modes of 

Whole-Brain Functional 

Connectivity Predict Intelligence 

and Life Outcomes, biorxiv  
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活動報告  

第 6 回（平成 30 年度 第 1回）領域会議 

 

  

＜日時＞ 2018年 5月 12日 9:30 ～ 17:30  

＜場所＞ 東京大学大学院医学系研究科 教育研究棟 13階 第 6セミナー室 

2018年 5月 12日、東京大学において平成.30年度第 1回領域会議が開催されました。午前中は、A01-D01の各計画班がそれぞ

れの班内における成果と他班との連携研究の成果を議論した後、全体で討議がなされました。午後は 2 班ごとに分かれ、班間

における今後の連携研究の内容や連携の仕方について討論と全体発表がありました。領域評価者及び学術調査員の先生方より

講評をいただきました。若手研究者らによる領域の内容に関わる最新の重要な論文についての紹介があり、本領域の重要性を

確認し、閉会となりました。 

〈式次第〉 

9:30 開式 

9:35 各班の成果まとめ 班別ディスカッション  

10:40 各班成果発表（15分発表、5分討議） 

12:00 昼食・休憩 

13:00 班内・班間連携研究（討論、発表）  

A01-B01、C01-D01（30分討論、5分発表×2回） 

A01-C01、B01-D01（同上） 

A01-D01、B01-C01（同上） 

16:00 国際活動報告（磯部昌憲先生） 

16:20 講評 領域評価者及び学術調査官の先生方 

17:20 若手研究者による重要論文紹介 

17:30 閉式 
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活動報告  

第 7 回（平成 30 年度 第 2回）領域会議 

 

〈日時〉2019年 3月 10日 9:30～17:00  

〈場所〉東京大学医学部附属病院中央診療棟Ⅱ 7階大会議室 

2019年 3月 10日、東京大学において平成 30年度第 2回領域会議が開催されました。午前中は、若手による思春期主体価値モ

デルの更新についてのディスカッションが行われました。昼食時にはあわせて、公募班のポスターセッションが開催されまし

た。午後は、代表・分担の先生方の成果報告を行い、また概念スライドを元に思春期主体価値に関するアイディアの交流・深

化を図りました。 

〈式次第〉 

09:30-09:35 趣旨・目的説明 

09:35-10:10 D01榊原英輔  (発表 15分，議論 20分) 

10:10-10:45 A01穴井達 (発表 15分，議論 20分) 

10:55-11:30 C01清野知樹 (発表 15分，議論 20分) 

11:30-12:00 総合討論 モデレータによる論点整理、総合討論、A-D代表による講評 

12:00-13:00 昼食 兼 公募班ポスター 

13:00-13:20 A01田中沙織 

13:20-13:40 A01柳下祥 

13:40-14:00 A01橋本龍一郎 

14:15-14:35 B01村井俊哉 

14:35-14:55 C01西田淳志 

14:55-15:15 C01川上憲人 西大輔 

15:30-15:50 D01岡田直大 

15:50-16:10 D01文東美紀 

16:10-16:30 D01岡本泰昌 

16:30-16:50 D01能智正博 

16:50-  領域評価者、学術調査官 講評  

閉会 
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活動報告  

平成 30年度 若手・女性の会合宿 

 

  

〈日時〉2018年 7月 7日～8日 

〈場所〉セミナーハウス クロスウェーブ幕張（千葉県千葉市） 

2018年 7月 7日から 8日、セミナーハウス クロスウェーブ幕張において思春期からの主体価値発展学領域における若手・女

性の会合宿が開催されました。本会は共創的コミュニケーションのための言語進化学領域との共催で行われました。 

1 日目は、まず各領域の代表研究者による思春期主体価値×共創言語進化クロストークが行われました。次に若手・女性研究

者によるポスターセッションが行われました。思春期主体価値概念をどのように捉え、どのようにアプローチしているかとい

う視点での分析の対象と位置付けなどが議論されました。さらに「主体価値」概念を深めるグループワークが行われました。

各グループで作成したモデルを全体で共有し、質疑応答をした後、1日目は閉会となりました。 

2 日目は思春期からの主体価値発展学領域の各班における若手研究者が主体価値の研究方法やこれまでで分かってきたことを

発表し、それに対して質疑応答とディスカッションが行われました。最後に総合討論を行った後、閉会となりました。 
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活動報告  

International Symposium on Adolescent Health and 

Personalized Value 

 

〈日時〉2018年 11月 18日 9：30～17：25 (18：00～Reception party) 

〈場所〉伊藤国際学術研究センター 

2018年 11月 18日、東京大学の伊藤国際学術研究センターにおいて、思春期保健・科学についての国際的第一人者をお招きし、

国際シンポジウムが開催されました。3 つのセッションが行われ、主体価値概念からみたリカバリーや Well-being、思春期の

発達と主体価値、思春期のメンタルヘルスと主体価値などのテーマを中心に講演とディスカッションが行われました。 

（プログラム） 

Session 1:  Process of personal recovery and well-being from the conceptual framework of personalized value (Chair: 

Dr. Syudo Yamasaki) 

9:30-9:50  Akiko Kanehara & Kiyoto Kasai 

Exploring the feasibility and acceptability of recovery-focused psychosocial intervention for AYA with mental illness: 

Trial protocol 

9:50-10:10  Shinichiro Kumagaya 

Introduction to Tojisha-kenkyu in Japan: Co-production of self-knowledge and its pro-recovery, anti-stigma effects 

10:10-10:30  Masahiro Nochi 

Recovery and personalized value for a patient with aphasia 

10:30-10:50  Koki Takagaki, Satoshi Yokoyama, Yasumasa Okamoto  

Development of behavioral modification program based on personalized value for late adolescents with depression 

11:00- 12:00  Prof. Mike Slade special lecture 

New frontiers in recovery research 

Session 2: Adolescent brain development and personalized value (Chair: Dr. Saori Tanaka) 

13:15-13:35  Shuntaro Ando 

Transmission of help-seeking intention between parent and child 

13:35-13:55  Naohiro Okada  

Neural substrates of prosocial development in early adolescence 

13:55-14:55  Prof. George Patton special lecture 

Towards a developmental epidemiology of adolescence 

14:55-15:10  coffee break 

Session 3: Adolescent mental health and personalized value (Chair: Dr. Toshiya Murai) 

15:10-15:30  Atsushi Nishida, Yudai Iijima, Yasuyuki Okumura, Kaori Endo, Miharu Nakanishi, Syudo Yamasaki. 

Personalize value in adolescence: Population epidemiology and concordance in 14 year old Japanese and their parents. 

15:30-15:50  Norito Kawakami, Kazuhiro Watanabe, Daisuke Nishi. 

Determinants and adult consequences of personalize value in adolescence: a population-based study 

15:50-16:10  Sosei Yamaguchi & Yasutaka Ojio 

Long-term effects of interventions on mental health-related stigma in young people 

16:10-16:25  coffee break 

16:25-17:25  Prof. Susan Sawyer special lecture 

Steps towards universal healthcare for adolescents 

18:00-  Reception party 
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